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平成 24 年２月号
鹿児島県志布志市

写真：約 450 人が挑戦した、日本一長い恵方巻きづくり。122.16 ｍで新記録達成！
（1月 29 日、サンポートしぶしアピア）
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 11 月 20 日、鹿児島純心女性大学の谷崎和代准教授と、同大学のサークル「Ｓ＆Ｉ」の皆さんにより、

「デートＤＶ」について講座を開催し、児童・生徒の保護者、教職員等の参加者 86 名が熱心に耳を傾

けていました。「なぜデート DV 防止啓発に性教育が必要か」という谷崎先生の講話の中で、「性につい

て発信するテレビや雑誌などの姿勢に問題があり、『恋愛＝SEX』と錯覚をおこさせることが性行動の低

年齢化と活発化を助長している」という実態を聞き、参加者は驚きの連続でした。 

                
 

  
 

 結婚していない恋人同士の間の暴力のことで、殴る、蹴るなどの身体的暴力、暴言や無視す

る等の精神的暴力、性行為の強要や避妊に協力しない性的暴力、デート代を払わせる、借りた

お金を返さない等の経済的暴力、携帯電話やメールをチェックしたり、自分との約束を優先さ

せる等の社会的隔離があります。      

  
                                                 
 
 
 
 
 
 
                               

 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

若者の性行動をあおるメディア情報（漫画・雑誌・TV・ビデオ等）が多いため、無防備な性行動が

増えている。交際相手に嫌われたくないため、相手のいいなりに行動してしまう。 

無防備な性行為に伴う危険（妊娠、性感染症等）が大きいことを知らない若者が多い。 

 もっと自分を大切にする「自尊感情」のある女の子と、相手を尊重できる男の子に育てる教育が 

必要である。 

 自分を大切にして、嫌なことは嫌だと言ってもいいのです。自分の心と身体は自分のもの。 

 他人の所有物ではないことを自覚してほしい。  

 

Ｖｏｌ．10  2012・2 月号 
「それいゆ」とはフランス語で 

「太陽」「ひまわり」のことです。 

「男女共同参画社会」とは？ 

｢男｣｢女｣に関係なく、人間として 

個性や能力を発揮して、それを尊重す

る社会です。 

谷崎准教授 サークル「Ｓ＆Ⅰ」と参加者の実演 

講 演 よ り 

子どもが思春期に

入り、恋愛を経験し

ていくと思うが、性

やデートＤＶにつ

いて教えていきた

い。 

（中学生保護者） 

  

性教育は学校だ

けではなく、家庭

でも行うべきだと

思います。 

（高校生保護者） 

 

 

どのように伝えて

いくべきか考えさ

せられました。 

（教職員） 

  学生の 

寸劇が分かり 

やすく、また、

先生のお話に 

感動しました。 

（一般） 

参 加 者 の 声   
 今の学生に 

一度は聞いて 

ほしいと思った

内容でした。 

（中学生保護者） 

男女共同参画だより 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
               災害時に必要な男女共同参画の視点が 2 つあり、まず、女性を 

         「災害時要援護者」ととらえて、避難所で女性専用スペースや 

粉ミルク、生理用品を置くなどの対策が必要であること。 

もう一つは、女性を防災や復興の主体としてとらえ、防災会議や復興方策を検討する審議会

等に女性委員を登用していくことが大切です。 

地域の防災訓練では、女性が炊き出しや救護に回されることが多いようです。 

災害はいつ来るかわかりません。それだけに、女性たちを「災害弱者」の枠に閉じ込めずに、

自立した存在に、さらには助ける側の人材になれるようにリーダーシップ研修などを行い、 

一人ひとりの対応力を高めることが必要となってきます。 

 
               Ｑ、災害が起きたときの避難場所を決めていますか？ 

              ・決めている ・・・ 34 人 

               （集会所や近隣公共施設 15 人・学校 12 人・親戚宅 7 人）    

                ・決めていない・・・ 22 人 

 

  Ｑ．避難する場合、困ることや心配なことは何ですか？（複数回答） 
    ・避難交通手段（13 人） ・飲料水の確保（10 人） ・トイレの処置（10 人）   

  ・食料の確保（8 人）     ・情報の伝達（4 人）     ・社会的弱者への支援（4 人）  

   ・医療関係の確保（4 人） ・家族への連絡（3 人）  ・地域連絡網（2 人） 

・同居の高齢者や障害者の避難（2 人）  

・その他の少数意見 

 
 
  Ｑ、避難所で、性別に配慮してもらいたいことは？ 

 

 
 
                        ・その他の少数意見 

 
 
 
 

 

       

  

 

   
～ 男女共同参画防災セミナーと住民アンケート調査結果から ～ 

  

 昨年、甚大な被害をもたらした「東日本大震災」が発生して、まもなく 1 年を迎えようとしています。 

被害の大きかった地形とよく似ている本市にとって他人事ではありません。 

昨年の 9 月に内閣府の事業で開催した「男女共同参画防災セミナー」と、市民 2,000 名を対象に 

7 月に実施した「男女共同参画アンケート」で回答を頂いた「防災」について報告します。 

 

「男女共同参画 

防災セミナー」での

アンケート結果 

（88 人中 56 人回答） 
 

ペット、プライバシー、一人暮らしなので避難が怖い、避難場所が遠い等 

・共同で使用する設備利用について、交替や

時間差を指導できる人員の配置 

・高齢者の介護やスペースの確保 

・各自治会名簿があれば確認作業がスムーズ

だが、個人情報保護で難しい。 

講師の相川康子さんの講話から   

（特活ＮＰＯ政策研究所専務理事） 

単位（人） 

トイレ

就寝時の性別配慮

更衣室

風呂

授乳室

プライバシー仕切り板

小さな子ども

洗面所

3

31

4

7

5

6

14

2
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企画政策課　男女共同参画推進室
　女性支援相談室　（各 13:00 ～ 17:00）
　　◆ 2月 15 日（水）	 有明農村環境改善センター
　　◆ 3月 7日（水）	 志布志支所
　☎専用フリーダイヤル ０１２０- ７

な や む

８６- ０
お ご じ ょ

５４
　　（月～金　8：30 ～ 17：00）
■問い合わせ先　
　企画政策課男女共同参画係　℡ 474-1111（内線 250・255）

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.72

 

          防災セミナーの参加者で解決策を協議しました         ■ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  Ｑ、災害が発生した場合、防災・災害復興対策で 

男女の別に配慮して取り組む必要があると思う 

ものは何ですか？   

  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 地域の行事（運動会や花見、祭り等）でバケツリレーや 

消火訓練等を取り入れる。 

★ 自治会で保存食を備蓄しておき、イベント等時に消費する。 

★ 自治会未加入者が多いので、日頃からコミュニケーションを

とっておく。 

「男女共同参画に関する 

住民意識調査」での結果 

（2,000 人中 1,209 人回答） 
 

総体では「避難所の設置・運営体制」が必要であるという回答が最も多く、次いで「食糧、飲料水、

医薬品の備えや供給体制」、「救急医療体制」の順になっています。 

 男女別でみると、女性は「災害時の正確・迅速な情報連絡体制」が男性よりも 5.4 ポイント高くな

り、男性は「救急医療体制」が必要であるという回答が、5.9 ポイント女性よりも高くなっています。 

 
男女がともに認め合い、 

いきいきと輝くまちをつくろう 

 

企画政策課 男女共同参画推進室 男女共同参画係 

電話 099-474-1111（内線 250・255） 

ﾒｰﾙ kyoudousankaku@city.shibushi.lg.jp 

★ 各家庭で 1 週間程度の食料を備蓄しておく。 

★ 避難場所を決めておく。 

★ 避難する時、援護が必要な場合は、家の前に旗などの

目印を立てる。 

 
 

地域住民が、日常生活

には支障がなくても、

災害時には支援が必要

な場合があることに気

づくことが大事！ 

講師より 

問題が生じた時の解

決方法より、問題を出

さない予防法につい

て考える。 

講師より 

総計

男性
女性

総計

男性
女性

総計

男性
女性

総計

男性
女性

総計

男性
女性

総計

男性
女性

総計

男性
女性

66.3％

66.6％
66.5％

52.6％

51.4％
53.6％

35.1％

35.7％
34.8％

42.0％

45.3％
39.4％

6.3％

6.1％
6.4％

0.8％

0.8％
0.9％

29.9％

27.1％
32.5％

１　避難所の設置・運営体制

２　被災者に対する相談体制

３　食料、飲料水、医薬品の
備えや供給体制

４　救急医療体制

５　災害時の正確・迅速な
情報連絡体制

６　その他

７　わからない

女性が動く、男性が動く、農林水産業が動く、
そして地域が動く

　「農山漁村女性の日」とは、多くの方に農山漁村の女性の役割を正しく認識し
ていただくとともに、女性の能力発揮を促進することを目的として、農林水産省
が昭和 62 年度から「農山漁村女性の日」と定め、農山漁村における男女共同参
画の推進に向けた普及啓発に取り組んでいます。
　志布志市では、「志布志市男女 ( ひと ) がともに輝くまちづくりプラン」におい
ても「農山漁村における男女共同参画の推進」を掲げ、経営の意思決定に参画で
きる仕組みづくり及び男女のパートナーシップの確立や意識の醸成として、家族
経営協定や女性農業経営士、女性認定農業者数の向上を目指しています。

　◆３月４日（日）　妊婦教室：はぐくみランド
　　　　　　　　　（平成 24 年 5 月～ 7 月出産予定の人）
　◆３月８日（木）　育児学級：健康プラザ
　　　　　　　　　（平成 23 年 7 月～ 8 月生まれの人）
　◆３月９日（金）　乳児健診：健康プラザ
　　　　　　　　　（平成 23 年 10 月 28 日～ 11 月 30 日生まれの人）
　　※ハガキが送付されている皆さんの参加をお待ちしています。

●３月10日は、農山漁村女性の日」です

●３月１日～８日は、「女性の健康週間」です!
　厚生労働省では、3 月 1 日から 3 月 8 日までを「女性の健康週間」と定め、女性の健康づくりを国民
運動として展開することとしています。
　また、志布志市では、生涯を通じて健康であるためには、各年齢に応じた健康維持・増進のために各
種検診や相談業務の実施、妊娠・出産に関する健診や教室などを開催しています。

　市では、男女共同参画社会の実現に向けて、施策及び重要事項を審議する「志布志市男女共同参画推進懇話会」
を設置しています。
　この懇話会は、学識経験者、市民団体代表、一般公募で選ばれた委員で構成され、「男女（ひと）がともに認め合い、
いきいきと輝くまち」を目指したまちづくりへの推進に係る意見や助言を求めることを目的としています。
　現委員の任期が３月末で満了することから、次のとおり一般公募について募集します。
■募集人数　　４名	 ■応募資格　　20 歳以上で市内にお住まいの人
■任期　　　　平成 24 年４月～平成 26 年３月までの２年間	 ■開催回数　　年５回程度（平日）
■応募方法　　�電話、FAX、郵送、E-mail のいずれかの方法にて「男女共同参画推進懇話会委員希望」

と明記し、「氏名、住所、電話番号、年齢、性別、職業」をご記入ください。
■申込期限　　平成 24 年３月 16 日（金）
■その他　　　応募者が多数の場合は、地域、年齢、性別、職業などを考慮し選考します。
■問い合わせ・申込先　本庁企画政策課　男女共同参画係　
　　　・Tel　474-1111（内線 250・255）　・Fax　474-2281　
　　　・E-mail　kyoudousankaku@city.shibushi.lg.jp

いっしょに考えてみませんか？男女共同参画社会

5　市報しぶし■ 2012.2
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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
？

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
医
療
機
器
や
医
薬

品
を
搭
載
し
た
救
急
医
療
専
用
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
、
専
門
の
医
師
と
看
護
師
が
搭

乗
し
て
救
急
現
場
な
ど
に
急
行
し
、
現
地

で
患
者
の
治
療
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

い
ち
早
く
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
も
の
で

す
。

　

県
で
は
、
離
島
を
含
む
広
範
な
地
域
を

対
象
と
し
た
効
果
的
な
救
急
医
療
体
制
の

確
保
が
求
め
ら
れ
、
一
人
で
も
多
く
の
県

民
の
皆
さ
ん
の
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
を
導
入
し
、
昨
年
末
か
ら
運

航
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
10
箇
所
が
離
着
陸
場
に

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
救
急
搬
送
を
行
う
場

合
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
離
着
陸
場

（
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
）に
着
陸
し
ま
す
。

市
内
に
お
い
て
は
、
現
在
10
か
所
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
時
間

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
可
能
時
間
は
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
日
没
前
ま
で
で
す
。

有
視
界
飛
行
の
た
め
、
悪
天
候
な
ど
の
天

候
不
良
時
は
飛
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。（
左
図
参
照
）

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
ご
協
力
を

　

今
後
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
皆
さ
ん
の
近

く
の
場
所
に
離
着
陸
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
救
急
患
者
の
早
期
搬
送
の
た
め
、
次

の
こ
と
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●�

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
離
着
陸
す
る
際
は
、

消
防
職
員
等
の
指
示
に
従
う
と
と
も

に
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

●�

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
時
、
砂
ぼ
こ

り
、
騒
音
が
発
生
し
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業
の
主

旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

平
成
23
年
12
月
26
日
か
ら
鹿
児
島
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
救
急
患
者
の
早
期
搬
送
は
も
と

よ
り
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮崎自動
車道

宮崎自動
車道

都城市

宮崎県

鹿児島県

東九州
自動車道
東九州
自動車道

末吉財部 I.C

都城 I.C都城 I.C

都城駅都城駅
財部駅財部駅

道の駅
すえよし 109

222

269

222

1 0

1 0

大崎町

曽於市

至宮崎
志布志湾

串間市

ＪＲ志布志駅

65

65

63

523

512 513

3

269

220

そ
お
街
道

そ
お
街
道

110

499

②

①

⑤

④

③

⑥

⑦

地域 番号 名　称

志
布
志
地
区

① 志布志運動公園

② 出水中学校

③ 田之浦中学校

有
明
地
区

④ ありあけ苑グラウンド

⑤ 市民グラウンド
（市役所本庁隣）

⑥ 有明農村運動場（宇都鼻）

⑦ 伊﨑田中学校

松
山
地
区

⑧ 城山総合公園

⑨ 松山家畜指導センター

⑩ 松山中学校

※�鹿児島市立病院が移転開院するまでの間は、浜町ヘリポートから県内各地ま
での時間に鹿児島市立病院・浜町ヘリポート間の移動時間（約 5～ 7分）等
が必要となります。

※市民の皆さんが出動を直接要請することはできません。

ヘリポートから県内各地点への
所要時間

市内離着陸場
（ランデブーポイント）

⑩⑨
⑧

ドクターヘリ運航開始！
～一人でも多くの生命を救うために～

※�ランデブーポイントは、随時追加する予定です。

●ドクターヘリの運航スキーム（基本的な流れ）

●ドクターヘリ

（鹿児島県ホームページより抜粋）
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平
成
24
年
消
防
出
初
式

　

1
月
6
日
、
志
布
志
市
運
動
公
園
多
目

的
広
場
で
平
成
24
年
消
防
出
初
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
で
消
防
団
員

が
入
場
行
進
を
行
い
、
観
閲
の
後
に
行
わ

れ
た
訓
練
で
は
、
志
布
志
方
面
隊
中
央
分

団
と
山
重
小
学
校
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が

規
律
訓
練
を
披
露
し
た
ほ
か
、
パ
レ
ー
ド

を
行
い
な
が
ら
宝
満
寺
前
に
場
所
を
移

し
、
志
布
志
方
面
隊
が
放
水
演
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
志
布
志
市
文
化
会
館
で
行

わ
れ
た
表
彰
状
授
与
式
で
は
、
１
５
８
人

の
消
防
団
員
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
員

の
皆
さ
ん
の
活
動
に
感
謝
し
ま
す
。

ラッパ隊の合図とともに高らかに放水が行われました

陣
岳
関
以
来
の
市
出
身
十
両
誕
生
！

　

志
布
志
出
身
の
兄
弟
力
士
、
千
代
鳳
さ

ん
と
千
代
丸
さ
ん
（
九
重
部
屋
）
が
、
初

場
所
を
終
え
た
1
月
23
日
、
九
重
親
方
と

と
も
に
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

西
幕
下
筆
頭
と
し
て
十
両
昇
進
が
懸
か

っ
た
今
場
所
で
、
千
代
鳳
さ
ん
は
惜
し
く

も
優
勝
は
逃
し
た
も
の
の
、
6
勝
1
敗
と

勝
ち
越
し
十
両
昇
進
が
決
定
。
兄
の
千
代

丸
さ
ん
も
、
5
勝
２
敗
と
勝
ち
越
し
て
場

所
を
終
え
ま
し
た
。

　

３
月
か
ら
は
大
阪
場
所
が
始
ま
り
ま

す
。
千
代
鳳
さ
ん
は
「
稽
古
を
積
ん
で
、

十
両
で
も
勝
ち
越
し
て
幕
内
を
目
指
し
た

い
」、
千
代
丸
さ
ん
は
「
今
年
中
に
弟
を

抜
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
、
今
年

の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

九重親方と千代鳳さん、千代丸さん（写真左から）

き
み
ま
ろ
さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

昨
年
12
月
に
、
志
布
志
市
松
山
町
出
身

の
綾
小
路
き
み
ま
ろ
さ
ん
か
ら
、
ふ
る
さ

と
志
基
金
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
き
み
ま
ろ

さ
ん
か
ら
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
左
記
の

と
お
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
志
基
金
寄
附
金
へ
は
、
き
み

ま
ろ
さ
ん
を
始
め
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の

「
志
」
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
頂
い
た
寄

附
金
は
、
観
光
や
生
活
環
境
、
福
祉
、
教
育

文
化
に
関
す
る
事
業
等
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
き
み
ま
ろ
さ
ん
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

■
綾
小
路
き
み
ま
ろ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

http://w
w
w
.kim
im
aro.com

/

温かい志をありがとうございます

教
育
振
興
へ
の
尽
力
に
瑞
宝
雙
光
章

　

永
年
に
わ
た
り
、県
学
校
教
育
の
充
実
、

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
河
野
通み

ち
ん
ど人

さ
ん
に
瑞

宝
雙
光
章
が
贈
ら
れ
、
１
月
11
日
、
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

河
野
さ
ん
は
、
昭
和
18
年
に
台
湾
国
民

学
校
訓
導
を
務
め
た
の
を
皮
切
り
に
、
以

後
、
昭
和
58
に
泰
野
小
学
校
長
で
退
職
す

る
ま
で
の
40
年
間
、
教
育
職
員
と
し
て
学

校
教
育
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
校

内
体
育
研
究
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育

成
、
プ
ー
ル
建
設
に
向
け
た
積
極
的
な
取

り
組
み
な
ど
体
育
振
興
や
、
家
庭
教
育
の

振
興
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伝
達
式
に
と
も
な
い
、
河
野
さ

ん
か
ら
教
育
委
員
会
へ
、
図
書
購
入
用
と

し
て
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

温
か
い
志
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

河野通人さん（写真右）

全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権

　

1
月
7
日
か
ら
15
日
ま
で
の
期
間
、
東

京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
全
国
ご
当
地
ど

ん
ぶ
り
選
手
権
に
、
昨
年
Ｓ
―
１
グ
ル
メ

グ
ラ
ン
プ
リ
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い

た
志
布
志
市
の
背
白
ち
り
め
ん
三
昧
丼
が

初
出
場
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
約
40
万
人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ

た
同
選
手
権
に
全
16
団
体
が
参
加
す
る

中
、
志
布
志
せ
じ
ろ
ち
り
め
ん
黒
潮
隊
の

皆
さ
ん
は
昨
年
度
グ
ラ
ン
プ
リ
と
準
グ
ラ

ン
プ
リ
の
間
に
販
売
ブ
ー
ス
を
展
開
。
結

果
は
、
残
念
な
が
ら
来
年
度
シ
ー
ド
権
が

得
ら
れ
る
５
位
入
賞
に
届
か
な
か
っ
た
も

の
の
、
志
布
志
市
の
存
在
感
を
示
す
手
応

え
を
感
じ
た
皆
さ
ん
は
、
来
年
度
の
再
挑

戦
に
向
け
て
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

たくさんの応援、ありがとうございました！

泰
野
地
区
で
鬼
火
焚
き　

　

泰
野
地
区
の
い
け
ん
こ
公
園
近
く
の
水

田
に
設
け
た
会
場
で
、
１
月
８
日
、
毎
年

恒
例
の
鬼
火
焚
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鬼
火
焚
き
は
、
竹
の
櫓
に
火
を
つ
け
、

そ
の
破
裂
す
る
音
で
鬼
を
追
い
出
し
、
一

年
の
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
伝
統
行
事
で

す
。
12
月
18
日
か
ら
、
て
の
ん
こ
会
、
泰

野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
公
民
館
と
同
地
区
ふ

る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
準
備

を
行
い
ま
し
た
。

　

夕
方
に
な
る
と
続
々
と
人
が
集
ま
り
、

同
日
に
行
わ
れ
た
そ
ば
打
ち
体
験
で
作
っ

た
そ
ば
が
振
舞
わ
れ
る
中
、
鬼
火
焚
き
が

開
会
。
泰
野
小
学
校
6
年
生
に
よ
る
将
来

の
夢
の
発
表
の
後
、
年
男
・
年
女
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て
火
入
れ
が
行
わ
れ
、
一
年
の

無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

瞬く間に巨大な火柱が上がりました

 

夢しずく工房をイチゴ摘みに招待

　松山町新橋の加世田観光農園が、
12 月 26 日、知的障がい者作業所し
ぶし夢しずく工房の皆さんをイチゴ
摘み体験に招待しました。
　同農園では、管理に必要な人材確
保と就労支援の一環として、しぶし
夢しずく工房へ枯葉摘みなどの作業
の依頼を計画していて、今回の招待
はその視察を兼ねたものです。
　新鮮なイチゴをほお張りながら、
皆さんは「おいしい体験」に大満足
の様子でした。

後日、作業依頼が正式に決定しました

ドラゴンカップ入賞

　12 月 11 日、鹿児島市で開催され
た第 15 回南日本ドラゴンカップ空
手道選手権大会で、沖縄空手正会館
志布志少年部（山口八郎先生）の皆
さんが、下記のとおり好成績を収め
ました。

今後の活躍を期待します！

県教育委員会表彰受賞

　平成 23 年度優良少年少女団体及び
優良地域高校生クラブ表彰をジュニ
アリーダークラブが受賞しました。
　クラブ員のみなさんは、「すごく
うれしい。」「今まで頑張ってきて良
かった。」と口々に歓声をあげて受
賞を喜びました。会長で志布志高校
２年生の桑原早希さんは、「私達の
今までの奉仕活動がこの賞に繋がっ
ていると思います。今後もより一層
地域の支えとなれるように頑張りま
す。」と感想を語りました。

日頃の活動が認められました！

氏名・部門 成績

荻原　仁（香月小学校）
小６男子　ソフトクラス 準優勝

山口　萌
め い

依（香月小学校）
小５女子の部 第３位



志
布
志
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
競
走
大
会

　

２
０
１
２
第
７
回
志
布
志
ジ
ョ
ガ
ー
駅

伝
競
走
大
会
が
、
１
月
９
日
、
志
布
志
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
周
辺
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。競
技
は
小
学
生
区
間
と
中
学
・

一
般
区
間
の
部
で
行
わ
れ
、
オ
ー
プ
ン
参

加
５
チ
ー
ム
を
含
む
計
１
０
６
チ
ー
ム
、

５
３
０
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に

よ
る
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞
い
と
、
有
明
町

の
若
手
お
茶
農
家
で
構
成
さ
れ
る
若
葉
会

に
よ
る
お
茶
の
振
る
舞
い
が
あ
り
、
参
加

者
は
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
入
賞
者
及
び

特
別
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
小
学
女
子

１
位　

西
原
Ｊ
Ｒ
Ｃ
女
子　
　

30
分
58
秒

2
位　

高
山
Jr
陸
上
６
年
女
子　

31
分
31
秒

3
位　

高
山
Jr
陸
上
５
年
女
子　

32
分
16
秒

■
小
学
男
子

1
位　

高
山
Jr
陸
上
Ａ　
　
　

27
分
32
秒

2
位　

西
原
Ｊ
Ｒ
Ｃ
男
子　
　

27
分
39
秒

3
位　

高
山
Jr
陸
上
Ｂ　
　
　

30
分
45
秒

■
中
学
女
子

1
位　

高
山
Jr
陸
上
Ｂ　
　
　

52
分
54
秒

2
位　

谷
山
中　
　
　
　
　
　

54
分
54
秒

3
位　

大
崎
中
学
校
女
子　
　

56
分
13
秒

■
中
学
男
子

1
位　

高
山
Jr
陸
上
Ａ　
　
　

45
分
58
秒

2
位　

谷
山
中
Ａ　
　
　
　
　

46
分
29
秒

3
位　

高
山
中
学
校
Ａ　
　
　

47
分
47
秒

■
一
般
女
子

1
位　

尚
志
館
高
校
女
子　
　

52
分
38
秒

■
一
般
男
子

1
位　

尚
志
館
高
校
２
年　
　

43
分
57
秒

2
位　

尚
志
館
高
校
１
年　
　

44
分
47
秒

3
位　

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合

　

47
分
42
秒

■
申
告
タ
イ
ム
賞

●
小
学
生
の
部　

誤
差
２
秒　

　

伊
﨑
田
小
ソ
フ
ト
Ｂ

●
中
学
一
般
の
部　

誤
差
０
秒

　

田
崎
中
学
校

そ
の
他
、
飛
賞
・
当
日
賞
・
敢
闘
賞
が
あ

り
ま
し
た
。

号砲とともに元気よくスタート‼（小学生の部）

一般の部優勝の尚志館高校

毎年恒例のお茶やぜんざいの振る舞いは、参加者に大好評！

一本のタスキに思いを込めて繋いでいきました（一般の部）
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泰
野
小
で
租
税
教
室
開
催

　

1
月
20
日
、
泰
野
小
学
校
6
年
生
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
租
税
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

㈳
曽
於
法
人
会
が
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
各
地
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

同
校
で
は
８
年
前
か
ら
地
元
で
商
店
を
営

む
下
曽
小
川
省
一
さ
ん
が
講
師
と
な
っ
て
、

税
の
仕
組
み
や
大
切
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
社
会
科
の
授
業
で
税
に
つ

い
て
学
ん
だ
ば
か
り
。
ま
た
、「
近
所
の

商
店
の
お
じ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
身
近
な
人

の
授
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
税
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

荻
ノ
迫
和
真
さ
ん
は
、「
堅
苦
し
く
な

く
、
楽
し
く
勉
強
で
き
ま
し
た
」
と
、
感

想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

身近な話題やクイズなどを通じて、税について学びました。

伝
統
の
伊
﨑
田
和
紙
で
卒
業
証
書

　

1
月
19
日
、
伊
﨑
田
小
学
校
の
6
年
生

18
人
が
、
伊
﨑
田
和
紙
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

同
校
で
は
毎
年
、
卒
業
を
目
前
に
控
え

た
皆
さ
ん
が
地
元
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
伊

﨑
田
和
紙
を
手
掛
け
、
卒
業
証
書
に
使
用

し
て
い
ま
す
。
保
存
会
長
の
田
中
昭
臣
さ

ん
と
会
員
2
人
の
指
導
の
下
、
皆
さ
ん
は

初
め
て
体
験
す
る
簀す

げ
た桁
を
使
用
し
た
紙
す

き
を
、
緊
張
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
行

い
ま
し
た
。

　

中
村
翔か

け
るさ
ん
は
、「
紙
漉
き
は
思
っ
た

以
上
に
道
具
が
重
く
て
難
し
か
っ
た
。
今

日
の
こ
と
を
早
く
親
に
報
告
し
た
い
で

す
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

自
分
で
作
っ
た
紙
で
で
き
た
卒
業
証
書

を
、
皆
さ
ん
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

記憶にも形にも残る思い出づくりになりました

バザー収益を社協へ寄附

　市商工会女性部（濵﨑敏子部長）
から、市社会福祉協議会に対する寄
附があり、12 月 15 日、婦人部の皆
さんが市役所を訪問し、贈呈が行い
ました。　
　今回の寄附は、同女性部が福祉に
役立ててほしいと毎年行っているも
ので、11 月に開催されたやっちく
松山藩秋の陣まつりに出店したチャ
リティーバザーの収益の一部による
ものです。寄附金は後日、社協へと
手渡しました。

来庁した濵﨑部長（写真右）

被災地酒造店へ設備提供

　若潮酒造株式会社が、宮城県名取
市にある有限会社佐々木酒造店に対
して、醸造機械を寄贈しました。
　創業約 140 年の佐々木酒造店は、
東日本大震災で甚大な被害を受け、
操業停止を余儀なくされていまし
た。若潮酒造からの瓶詰機や輸送ポ
ンプなど４台の醸造機械提供をはじ
め、県内酒造会社５社が宮城県産業
技術総合センターを通じて支援を行
い、同酒造店は今年秋からの酒造り
を目指して準備を進めています。

若潮酒造から提供された醸造機械

パンフレット収益を義援金に

　昨年開催された鹿児島おおすみ
ジャズストリート内で募った東日本
大震災被災地への義援金が、市を通
じて社会福祉協議会へ渡されました。
　11 月 26 日から 27 日にかけて、
志布志市と鹿屋市で行われた同イベ
ントでは、パンフレットを 1部 100
円で販売し、その売上を義援金とす
ることを計画。12 月 26 日、安田裕
一実行委員長と平田誠チェアマンが
市役所を訪れ、志布志会場で募った
義援金を贈呈しました。

平田チェアマンと安田委員長（写真右から）

N
e
w

s
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市の番組放送「しぶし志エフエム」は、毎月第２・４水曜日の午後１時と午後６時から次の
ＦＭ局で放送しています。
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市と取引のある、または取引を希望する事業所の皆さん

入札参加資格申請手続きはお済みですか？
　市では、平成 24 年度および 25 年度の志布志市の指名競争入札等の参加者
を募集しています。

申請手続きをして登録を受けないと、入札参加だけでなく
市との取引が出来なくなる場合があります‼

　志布志市が平成 24･25 年度に調達する物品及び業務委託等の入札・見積りに参加を希望
する場合、入札参加資格申請手続きが必要となります。
　募集区分により申請様式や受付期間が異なりますので、詳細は市ホームページ等でご確
認ください。申請様式は市ホームページからダウンロードできるほか、本庁財務課および
各支所地域振興課でも配布しています。
　なお、入札参加資格時の申請事項は、志布志市情報公開条例で不開示情報となっている
ものを除き、原則公開の対象となります。
◆申請期限　３月９日（金）受付分までとなります。（建設工事等の受付は終了しました）
◆申請方法
　　・郵送する場合　…　下記の問い合わせ先までお送りください。
　　・持参する場合　…　特設窓口（本庁別館２階の建設課隣り）へお持ちください。
　　　※松山支所と志布志支所での受付は行っておりません。
　★�少額でも、市と売買等の取引を希望する場合は申請・登録が必要となります。ご不明

な点は、下記までお問い合わせください。
◆申請・問い合わせ先
　　志布志市役所　財務課契約係　　〒 899-7492　志布志市有明町野井倉１７５６番地
　　℡０９９－４７４－１１１１　（内線２４４、２４５）
　　E-mail　keiyaku@city.shibushi.lg.jp

　

１
月
15
日
、「
共
生
・
協
働
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
IN
志
布
志
」
が
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
、
午
後
の
２
部
構
成
で
開
催
さ
れ
、
午

前
の
部
は
２
階
ホ
ー
ル
で
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
梶
原
し
げ
る
さ
ん
に
よ
る
「
元
気
の
出

る
レ
ッ
ス
ン
」
と
題
し
た
基
調
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
講
演
の
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で
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
経
験

談
や
昨
年
の
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日
本
大
震
災
被
災
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を
訪
れ
た

際
の
エ
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を
紹
介
し
な
が
ら
共
生
・
協

働
の
取
り
組
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の
重
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性
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い
て
語
り
、
来

場
者
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皆
さ
ん
は
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ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
梶
原
さ

ん
の
話
に
時
折
笑
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が
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こ
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な
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ら
も
、
真

剣
に
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を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
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１
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ー
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に
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所
を
移
し
、

第
１
回
Ｓ
―
１
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
初
代
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
「
背
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ち
り
め
ん
三
昧
丼
」
や
第

２
回
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丼
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の

志
布
志
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特
産
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や
、
志
布
志
市
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
連
絡
協
議
会
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示
を
は
じ

め
と
し
た
市
内
外
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
活
動

発
表
ブ
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ス
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス

テ
ー
ジ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
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が
行
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ほ
か
、

志
布
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ち
り
め
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、
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
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に
よ
る
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も
昔
遊
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コ
ー
ナ
ー
、
お

お
さ
き
観
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案
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に
よ
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セ
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ウ
ェ
イ
体
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コ
ー
ナ
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ど
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場
で
は
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が
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楽
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ま
せ
ま
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。

　

好
評
に
終
わ
っ
た
同
イ
ベ
ン
ト
を
振
り
返
り
、

主
催
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鹿
児
島
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事

業
協
会
理
事
長
の
橋
口
勝
さ
ん
は
、「
志
布
志
市

に
お
け
る
共
生
・
協
働
の
取
り
組
み
を
広
域
に

広
げ
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
持
続

さ
せ
、
更
に
共
生
・
協
働
の
活
動
が
発
展
で
き

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。」
と
語
り
ま
し
た
。

志・絆・オンリー湾！共生・協働フェスティバル開催

梶原しげるさんの講演の様子

志布志市のまちづくりに参加しませんか？
市では、よりよいまちづくりのために、次の委員会委員の募集を行います。

①共生協働推進委員会委員	 	 ◆募集人員　若干名
　・活動内容…�共生・協働推進に必要な事項について、積極的に意見を述べ、または提言等を行います。なお、年間３

回程度の会議を開催し、１回の会議時間は概ね２時間を予定しています。

②まちづくり委員会委員	 	 ◆募集人員　３人（旧町ごとに１人ずつ）
　・活動内容…�委員会は、市長の要請に応じ、各種まちづくり計画の策定に関することについて調査・協議し、市長に

報告します。また、委員会では積極的に意見を述べ、または提言等を行います。なお、年間３回程度の
会議を開催し、１回の会議時間は概ね２時間を予定しています。

募集要項（①、②共通）
■募集期間　３月９日（金）まで（当日消印有効）
■応募資格　次のすべての条件を満たす人

○満 20 歳以上で、市内に居住又は市内の事業所に勤務していること。
○平日に開催する会議に参加できること		  ○本市の他の附属機関の委員でないこと
○公務員・市議会議員でないこと			   ○市税の滞納がないこと

■応募方法
　所定の応募用紙（市のホームページからダウンロード若しくは企画政策課までお尋ねください）に必要事項を記入の上、
志布志市役所企画政策課又は各支所・地域振興課へ持参・郵送・FAX・E-mail のいずれかで提出してください。
■委員の任期　委嘱の日から２年間
■選考方法および結果通知
　選考は、応募用紙に記入された意見・抱負等により行います。また、選考結果は３月下旬までに本人へ通知します。
■委員の謝礼　１回の会議ごとに謝金を支給します。
■送付先・問い合わせ先　　市役所本庁　企画政策課地域政策係　　〒 899-7492　志布志市有明町野井倉 1756

・℡ 474-1111（内線 252・257）　　・FAX474-2281　　・E-mail　tiikiseisaku@city.shibushi.lg.jp
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志布志の特産品ブースは沢山の人で賑わいました



 

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

■問い合わせ先　
　本庁市民環境課環境政策室	 ℡ 474-1111（内線 131 ～ 134）
　松山支所市民課	 ℡ 487-2111（内線 224）
　志布志支所市民課	 ℡ 472-1111（内線 224・225）

「第２回志布志市水保全シンポジウム」開催
　本市の水道水源は、山などから湧き出る「湧水」と、井戸を掘って汲み上げる「地下水」
を利用しています。水道水源のほかにも、市内に流れている前川、安楽川、菱田川、田原川
の４つの河川は産業にとって欠かせない水源であり、貴重な生物も存在しています。また、
環境省の「平成の名水百選」に選定された「普現堂湧水源」は、貴重な観光資源となってい
ます。
　近年、地球温暖化の影響により、世界中で水不足や安全な水が供給されないなどの問題が
あり、水の重要性が高まっています。水は、私たちにとってなくてはならないものです。そ
こで、市では昨年に引き続き、下記の日程で「第２回志布志市水保全シンポジウム」を開催
します。
　このシンポジウムを通じて、私たちにとって欠かせない「水」について改めて考え、一人
ひとりができることから始めてみませんか？多数の参加をお待ちしています。

■日時　平成２４年２月１８日 （土）　

　　　１２時３０分～受付 ・パネル展示

　　　１３時　開会　　

　　　１６時　閉会予定

■場所　

　志布志市農村環境改善センター （市役所本庁隣）

■内容　基調講演　

　 ・ 演題　「志布志市の地下水」

　　　講師　志布志市環境審議会委員

　　　　　　応用理学技術士

　　　　　　　飯島　康夫　氏

　 ・ 演題　「竹炭を活用した河川などの水質浄化」

　　　講師　鹿児島工業高等専門学校教授　

　　　　　　　大竹　孝明　氏

■パネリストによる水保全についてディスカッション

　　●パネリスト

　　　 ・ 野神地区ふるさとづくり委員会

　　　 ・ 市内養鰻業者

　　　 ・ 中島自治会とどろ渓谷保存会

　　　 ・ 有明茶ＩＰＭ研究会

　　　 ・ 市役所　市民環境課

　　●パネル展示 （水保全活動団体による展示）

　　　 ・ ＮＰＯオアシス水環境研究会

　　　 ・ メダカの学校志布志分校

　　　 ・ 亀ん子クラブ

　　　 ・ 有明茶ＩＰＭ研究会

　　　 ・ 中島自治会とどろ渓谷保存会

　　　 ・ 株式会社蓬の郷

　　　 ・ 株式会社大隅衛生志布志

（祝
昭和の日

）

■稚児行列参加者募集！
　お釈迦祭り実行委員会では
４月 29 日（昭和の日）に開催
する「お釈迦まつり」の「稚
児行列」の参加者を募集して
います。参加をご希望の方は
下記までお申し込み下さい。
■募集要項	
①募集対象　２歳から３歳（体重 17Kg 以下）
②募集組数　18 組　※先着順、定員になり次第締切。
③募集開始　３月１日（木）　13 時～
④参加費用　１組　3千円
⑤その他　　�籠の担ぎ手は、参加者で手配をお願いしま

す。（2人）

■シャンシャン馬参加カップル募集！
　お釈迦祭り実行委員会では、
４月 29 日（昭和の日）に開催
する「お釈迦まつり」の「シャ
ンシャン馬参加カップル」を募
集します。花婿が花嫁を乗せた
馬をひいてパレードするシャンシャン馬行列に参加し
て、一生に一度の素敵な思い出作りをしてみませんか。
■募集要項
　①募集対象　
　�　�平成 23 年 5月 1日～平成 24 年 7月 31 日までに結
婚、もしくは結婚が決まったカップル

　②募集組数　５組　
　　※�応募多数の場合は後日「選考会（抽選会）」を行

います。
　③募集締切　３月 12 日（月）当日消印有効
　⑤参加費用　
　　・仏前結婚式カップル（１組）　６万円
　　　( シャンシャン馬乗馬代を含む )
　　・シャンシャン馬カップル (4 組 )　各５万円

■ハンヤ節踊り連　参加団体募集！
■募集要項
①募集対象　５人以上の団体
　　　　（市内外を問いません）
②募集締切　３月 23 日（金）
③参加費用　参加者 1人 100 円
　　　　　　（飲み物代として）
★今年もハンヤ踊りコンテスト開催 !!（賞金あり）
　※エントリー制、10 人以上の団体に限ります。

　「シャンシャン馬参加カップル」「ハンヤ節踊り連」申込書は、志布志市観光特産品協会、市役
所港湾商工課及び各支所地域振興課にあります。（市ホームページからもダウンロード可）
　詳しくは事務局までお問い合せ下さい。

◆シャンシャン馬参加カップル、ハンヤ節踊り連
　申込・問い合わせ先　
　お釈迦祭り実行委員会事務局　℡ 479-3232
　（志布志市観光特産品協会）

◆稚児行列　申込・問い合わせ先　
　金

こ ん ご う じ

剛寺　℡ 472-0125
　※ �4 月 29 日の 1 週間ぐらい前に衣装の引渡し及び

説明会があります。
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４
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３
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３
６
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２月 25 日（土）・26 日（日）は図書館がおもしろい！

志 布 志 市 立 図 書 館「 図 書 館 ま つ り 」
　市立図書館では、生涯学習フェスティバルの一環として、ボランティアグループか
みふうせん、図書館ボランティア、書店組合の皆さんのご協力により、「図書館まつり」
を開催します。
　楽しい催しものをいっぱい用意して、皆様のご来館をお待ちしています。

　25 日（土）	 　10:00 ～	 	 「読書感想文・感想画コンクール」入賞者表彰式

　　　　　　			   　	 ※被表彰者は 9：30 から受付を行います。
		  　11:00 ～ 14:00	 「ブック病院オープン！」

				    　	 ※あなたの大切なお宝本をブックドクターが修理をします。
		  　14:00 ～	 	 「図書館まつり“おはなし会”」

					     パネルシアター・大型絵本・人形劇・腹話術など
　26 日（日）	 　10:30 ～ 14:30	 「ブックマーケット」「一箱古本市」開店！

		  　　　　　　　	 ※廃棄された雑誌や本を格安で販売します。
		  　10:30 ～	 	 「ブックカバーのエコバック」作り

　　　　　　　			   ※�世界に一つしかないオンリーワンのエコバック作りに挑戦し
ます。限定 20 組募集！

　図書館では、「一箱古本市」に出店される方を募集します。「一箱古本市」は、個人で
お持ちの絵本・雑誌・図書資料(本)等を一箱の中で、価格を設定し販売します。欲しかっ
た本に出合えるチャンスです。詳しくは市立図書館までお問い合わせください。

今月のテーマ図書
「若い人に贈る読書のすすめ2012」

今月のテーマ図書
「バレンタインデー＆ホワイトデー」

■問い合わせ先　志布志市立図書館 　Tel 472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

・本　館　　　　　　毎週土曜日	 午後２時～
・松山分館　　　　　３月 3日（日）午前 10 時～

・有明分館　　　　　２月 18 日（土）午前 10 時～
・志布志分館　　　　２月 18 日（土）午前 10 時 30 分～
・香月分館　　　　　２月 25 日（土）午前 10 時 30 分～
・安楽分館　　　　　３月 10 日（土）午前 10 時～

休館日カレンダー（本館）
February　２月

日 月 火 水 木 金 土
10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29

March　３月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17

  図書館へ行こう！
一 冊 の 本 と の 出 会 い が あ な た の 人 生 を 変 え る！
図 書 館

情

報
■�休館日（本館及び各分館・移動
図書館車の全てが休みになり
ます）

○ かみふうせん（お話し会）14 時〜
○本館お話し会（読み聞かせ会）14 時～

○

○
○

○

○

新刊案内
■「解錠師」

スティーブ・ハミルトン　 著
　８歳の時に言葉を失ったマ
イクには才能があった。絵を
描くことと、どんな錠も開く
ことが出来る才能。やがて高
校生になったマイクは、ひょ
んなことからプロの金庫破り
の弟子となり…。少年の成長
と非情な犯罪の世界を描く。

○

毎月 23日は「子どもといっしょに読書の日」

市立図書館有明分館

リニューアル
オープン！

　志布志市立図書館有明分館が、有明農業環
境改善センター内の南側に移設し、２月１日
にリニューアルオープンしました。皆様のご
利用をお持ちしています。

■問い合わせ先
　教育委員会 生涯学習課　　　℡ 472-1111（内線 333）
　志布志市生涯学習センター　 ℡ 472-3050教育委員会情報ネット
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お は な し 会 へ 出 か け よ う ！



は
、
平
日
は
登
校
時
１
便
、
下
校
時
２
便
を

基
本
と
し
ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
や
学
校
行

事
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
長
期
休
業
中
の

運
行
に
つ
い
て
も
保
護
者
の
要
望
を
聞
い
て

出
来
得
る
限
り
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

配
慮
し
ま
す
。

５
跡
地
活
用
等

　

廃
校
と
な
る
施
設
及
び
跡
地
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
活
性
化
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
、

活
用
や
管
理
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
地
域

の
要
望
を
聞
い
て
協
議
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。
ま
た
、
当
該
中
学
校
の
学
有
林

等
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
地
元
公
民
館
・

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
協
議
し
て
決
定
し
ま
す
。

６
閉
校
記
念
行
事
等

　

閉
校
記
念
行
事
等
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
意
向
を
尊
重
し
、
地
元
公
民
館
・
学

校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
共
同
し
て
行
い
ま
す
。
ま

た
、
閉
校
記
念
行
事
等
を
行
う
地
元
（
公
民

館
）
を
主
体
と
し
た
団
体
に
対
し
て
、
予
算

の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
第
一
次
実

施
計
画
の
対
象
と
す
る
志
布
志
地
区
に
つ
い

て
、
保
護
者
並
び
に
地
域
住
民
等
の
理
解
を

得
な
が
ら
、
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

志
布
志
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
９

月
、
中
学
校
再
編
計
画
骨
子
案
を
策
定
し
、

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
市
内
７
つ
の

中
学
校
区
で
地
区
説
明
会
を
開
催
し
、
あ

わ
せ
て
広
く
市
民
を
対
象
に
意
見
募
集
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
等
を
踏
ま
え
て
、
昨
年
12

月
、
学
校
再
編
基
本
計
画
及
び
第
一
次
実
施

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

Ⅰ
学
校
再
編
基
本
計
画
（
概
要
）

計
画
の
期
間
及
び
内
容

　

計
画
期
間
は
、
第
一
次
実
施
計
画
、
第
二

次
実
施
計
画
に
区
分
し
ま
す
。

⑴�

第
一
次
実
施
計
画
は
、
志
布
志
地
区

の
中
学
校
を
対
象
と
し
、
期
間
を
平

成
24
年
度
か
ら
概
ね
平
成
28
年
度
ま

で
と
し
ま
す
。

⑵�

第
二
次
実
施
計
画
は
、
有
明
地
区
の

中
学
校
を
対
象
と
し
、
具
体
的
な
期

間
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
実
施
計
画

の
進
捗
状
況
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

⑶�

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
再
編

の
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

Ⅱ
第
一
次
実
施
計
画
（
概
要
）

１
計
画
内
容

⑴�

志
布
志
地
区
の
中
学
校
を
１
校
に
再

編
し
ま
す
。

⑵�

統
合
校
の
位
置
は
、
志
布
志
中
学
校

と
し
ま
す
。

⑶�

再
編
の
形
態
は
、
田
之
浦
中
学
校
と

出
水
中
学
校
を
廃
止
し
、
志
布
志
中

学
校
に
編
入
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

⑷�

編
入
は
、
児
童
生
徒
の
保
護
者
及
び
地

域
住
民
等
の
理
解
が
得
ら
れ
た
中
学
校

区
か
ら
順
次
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

⑸�

統
合
校
と
な
る
志
布
志
中
学
校
に
通

学
バ
ス
待
合
所
、
屋
外
ト
イ
レ
、
駐

車
場
及
び
部
室
棟
を
予
算
の
範
囲
内

で
年
次
的
に
整
備
し
ま
す
。

２
実
施
計
画
の
進
め
方

　

中
学
校
統
合
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
志
布
志
中
学
校
に
中
学
校
統
合

準
備
委
員
会
（
仮
称
）
を
設
置
し
ま
す
。
中

学
校
統
合
準
備
委
員
会
は
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
者
等
を
委
員
と
し
て
、
統
合
す
る
た
め

に
必
要
な
諸
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　

今
後
、
中
学
校
統
合
準
備
委
員
会
で
協
議
検

討
を
重
ね
る
中
で
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
や
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
中
学
校
統
合
と

な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
志
布
志
市
学
校
再
編
だ
よ
り
（
仮

称
）」
を
随
時
発
行
し
、
関
係
学
校
や
地
域

の
皆
さ
ん
に
進
捗
状
況
を
ご
報
告
し
、
必
要

に
応
じ
て
学
校
別
説
明
会
等
を
開
催
し
て
い

き
ま
す
。

３
配
慮
す
る
事
項

⑴�

統
合
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間
も
、

児
童
生
徒
が
引
き
続
き
充
実
し
た
学

校
生
活
を
送
り
、
適
切
な
教
育
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。

⑵�

統
合
ま
で
の
間
の
交
流
学
習
や
学
校

運
営
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
を
行
い

ま
す
。

⑶�

学
級
編
制
等
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
の
学
習
指
導
及
び
生
徒
指
導
等
の

観
点
か
ら
、
学
校
と
教
育
委
員
会
で

十
分
協
議
し
ま
す
。

⑷�

統
合
に
伴
う
制
服
・
体
操
着
そ
の
他

学
用
品
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
負
担
が
過
重
と
な
ら
な
い

よ
う
配
慮
し
ま
す
。

４
通
学
手
段
の
安
全
確
保

　

学
校
再
編
に
よ
り
、
従
来
の
通
学
区
域
を

越
え
た
遠
距
離
通
学
と
な
る
生
徒
の
た
め
に
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
方
式
、
具
体
的
な
運
行
路
線
及

び
運
行
経
路
等
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
統
合

準
備
委
員
会
で
協
議
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
関
し
て

よ
り
良
い
学
校
教
育
環
境
の
創
造
を
目
指
し
て

学
校
再
編
基
本
計
画
・
第
一
次
実
施
計
画
を
策
定

志布志市立学校規模適正化
推進委員会の経緯

●中学校再編計画骨子案地区説明会
　①松山中学校区　　平成 23 年 10 月 26 日開催
　②宇都中学校区　　平成 23 年 10 月 28 日開催
　③有明中学校区　　平成 23 年 10 月 31 日開催
　④伊﨑田中学校区　平成 23 年 11 月 8 日開催
　⑤志布志中学校区　平成 23 年 11 月 11 日開催
　⑥田之浦中学校区　平成 23 年 11 月 15 日開催
　⑦出水中学校区　　平成 23 年 11 月 18 日開催
●パブリックコメント（意見募集）
　①意見募集期間　平成 23 年 10 月 20 日～ 11 月 22 日
　②意見の提出者数及び提出件数　２人２件
●市ＰＴＡ会長等会議　平成 23 年 12 月 8 日開催
　�市内 23 小・中学校ＰＴＡ会長・母親代表等を対象に骨子案

の内容について説明した。
●平成 23 年度　第３回会議　平成 23 年 12 月 16 日
　①�中学校再編計画骨子案地区説明会・パブリックコメント

の概要
　②学校再編基本計画及び第１次実施計画（案）
　　�骨子案地区説明会及びパブリックコメントによる意見等

を踏まえ学校再編基本計画及び第１次実施計画（案）を
決定した。

※�中学校再編計画骨子案地区説明会及びパブリックコメント
の概要は、市ホームページをご覧ください。
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畑地かんがい事業のお知らせ
～曽於南部地区の散水器具設置申込期限迫る～
　畑地かんがい事業の区域内で、レインガン、スプリンクラー、噴射ホース、ロールカー、リールマシン等の散
水器具を設置される場合は、県営事業実施期間中であれば 20.25％の自己負担額で設置できます。
　散水器具設置を申込みされる場合は、次の期日までに申込んでください‼

●曽於南部地区（有明町）　－　平成 24年 3月末日まで
※（伊崎田及び野井倉、蓬原の一部は、平成 25年 3月末日まで）

　なお、散水器具の機種・メーカーについては、受益者が自由に指定できますので、ご希望があれば県等との打
ち合わせ時にお申し出ください。

～霜注意報などへの対応方について～
　厳しい寒さが続いていますが、「霜注意報」や「低温注意報」などが発令された
場合には、畑作物の冷凍害や散水器具の破損等の被害が予想されますので、ご注
意ください。
　特に散水器具では、ストレーナー（ろ過機）の破損被害が多いようですので、
使用しないときには水抜きをするなどの対策をお願いします。

～畑かん水の散水注意について～
　畑かん水をスプリンクラー等で散水した際、散水が道路等にかかり路面が凍結したことが原因によるバイクの
転倒事故や、隣の畑にまでスプリンクラーの水がかかったなどの事案が発生しています。
　散水する場合は、散水時の状況確認と影響予測を考慮するなど、充分な配慮と注意をお願いします。

～畑かん事業に関する問い合わせ先～
・本庁農政課畑かん推進係　℡ 474 － 1111（内線 431）	 ・志布志支所産業振興室　　℡ 472 － 1111（内線 412）
・松山支所産業振興室　　　℡ 487 － 2111（内線 232）	 ・県畑かんセンター　　　　℡ 482 － 2547
・曽於東部土地改良区　　　℡ 487 － 2986		  ・曽於南部土地改良区　　　℡ 471 － 0171

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

一い
ち
ず
い
っ
し
ん

途
一
心

　
「
一
途
一
心
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。「
ひ
た
す
ら
、
ひ
た
む
き
」

を
意
味
す
る
言
葉
で
す
が
、
私
の
ご

み
収
集
活
動
の
先
生
で
あ
る
、
イ
エ

ロ
ー
ハ
ッ
ト
創
業
者
の
鍵
山
秀
三
郎

さ
ん
が
成
功
の
秘
訣
を
問
わ
れ
た
際

に
、「
成
功
の
コ
ツ
は
二
つ
あ
る
」

と
答
え
て
白
板
に
「
コ
ツ
コ
ツ
」
と

板
書
し
た
、
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

コ
ツ
コ
ツ
と
は
す
な
わ
ち
一
途
一

心
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
無
心
で

あ
り
、
人
間
は
雑
念
、
妄
年
が
入
っ

て
は
コ
ツ
コ
ツ
に
は
な
れ
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

先
日
、
大
相
撲
の
九
重
親
方
が
、

初
場
所
を
終
え
た
志
布
志
出
身
力
士
、

千
代
鳳
さ
ん
と
千
代
丸
さ
ん
を
連
れ

て
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
千
代
鳳

さ
ん
が
西
幕
下
筆
頭
と
し
て
６
勝
１

敗
と
い
う
好
成
績
を
収
め
、
来
場
所

に
は
十
両
へ
昇
進
が
確
実
と
な
り

（
25
日
に
昇
進
決
定
）、
兄
の
千
代
丸

さ
ん
も
５
勝
２
敗
と
勝
ち
越
し
、
そ

の
報
告
の
た
め
の
訪
問
で
し
た
。

　

千
代
鳳
さ
ん
は
志
布
志
中
学
校
を

卒
業
後
、
先
に
九
重
部
屋
に
入
門
し

て
い
た
兄
に
続
い
て
相
撲
道
を
目
指

し
ま
し
た
。
親
方
に
よ
る
と
、
彼
は

極
め
て
稽
古
熱
心
で
、
た
だ
ひ
た
す

ら
に
稽
古
を
積
ん
だ
結
果
、
関
取
に

な
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
人

と
し
て
は
栃
煌
山
関
以
来
と
な
る
10

代
で
の
十
両
昇
進
、
そ
し
て
本
市
で

は
陣
岳
関
以
来
、
約
30
年
ぶ
り
と
な

る
関
取
の
誕
生
で
す
。

　

彼
の
真
摯
な
姿
を
今
後
も
応
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
、
後
援
会
組
織

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
応
援

し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
上
位
の
力

士
に
な
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
１
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で

の
期
間
、
東
京
ド
ー
ム
で
全
国
ご
当

地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
大
会
が
開
催
さ

れ
、
昨
年
の
Ｓ
―
１
グ
ル
メ
グ
ラ
ン

プ
リ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
本
市
の

背
白
ち
り
め
ん
三
昧
丼
が
初
挑
戦
し

ま
し
た
。
市
と
し
て
も
、
当
事
者
で

あ
る
志
布
志
せ
じ
ろ
ち
り
め
ん
黒
潮

隊
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ド
ー
ム
に

乗
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

結
果
は
、
残
念
な
が
ら
上
位
入
賞

に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
行
列

が
途
絶
え
る
こ
と
も
な
く
健
闘
し
ま

し
た
。
大
会
後
、
来
年
、
再
来
年
と

捲
土
重
来
を
期
し
、
努
力
と
工
夫
を

コ
ツ
コ
ツ
と
重
ね
て
優
勝
を
目
指
し

た
い
と
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
意

気
盛
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
志
布
志
の
皆
さ
ん

が
多
方
面
に
わ
た
り
、
ひ
た
む
き
に

頑
張
っ
て
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
皆
さ
ん
と
共
に
、
市
で
も

「
一
途
一
心
」、「
コ
ツ
コ
ツ
」
と
福

利
向
上
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

農業機械化研修の募集
～農耕大特・けん引免許を取得しませんか？～

　地域及び各種組織等における農業機械の効率的利用及び安全な農作業を推進する上で、中核となるべき農業
機械利用技能者並びに農業機械利用技能指導者を養成するため、鹿児島県農業大学校で農業機械化研修を実施
しています。 

研修種目 研修内容 （取得できる資格等） 研修対象　受講資格 年回数 定員
（人 /回）

期間
（日 /回）

農業機械士
養成研修

農業機械の構造、機能、取扱い、点検整
備、簡易な修理、効率利用及び作業安全
等に関する基本的な知識及び技能を修得
させる。 

（農耕大特免許）（農業機械士）

・�農業者、農大生、県・市町村・農業
団体等の職員 

・普通免許以上の所有者 
・視力：1 眼 0.3、両眼 0.7 以上 
※�農大または普及センターでの学科受

講者は後半の 5 日間のみ受講

８ 25 ５

農業機械士
応用研修

けん引用農業機械の運転操作並びに農業
機械の簡易な修理の知識及び技能を修得
させる。

（農耕けん引免許）

・農業機械士 
・視力：1 眼 0.5、両眼 0.8 以上 
・深視力に支障のない者 ５ 25 ５

指導農業機械士
養成研修

農業機械の導入計画、農業機械・資材の
管理及び作業安全管理の知識を修得させ
る。（指導農業機械士）

・�農業機械士で、農業機械銀行または
受託作業の責任者 １ 10 ５

農業機械
特別研修

近年、農作業に利用する機会が増加した
小型建設用機械等について、効率・安全
利用の技能修得をさせる。（特別教育修了）

・�農業者、農大生及び県・市町村・農
業団体等の職員 

・普通免許以上の取得者
１ 50 ２

◆研修経費（例：農業機械士養成研修）	 教本代他で９，３５０円です（別途食費等が必要です）。
◆申込および研修日程の問い合わせ先	 志布志市役所
●本庁農政課生産流通係　℡ 474-1111（内線 433）
●志布志支所産業振興室農政係　℡ 472-1111（内線 411）　●松山支所産業振興室農政係　℡ 487-2111（内線 231）

志布志市地域包括支援センターの愛称決定！

『いきいきセンター』をよろしくお願いします‼

　地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢者の
皆さんを、介護、福祉、健康、医療などさまざまな
面から総合的に支えています。
　これまでも、地域包括支援センターの PR に努め
てきましたが、「利用者である高齢者の皆さんに親
しみのある分かりやすい愛称をつけて欲しい」とい
う声があったため、愛称を募集したところ 18 作品
の応募があり、その中から「いきいきセンター」に
決定しました。
　なお、地域包括支援センターという名称は、正式
名称としてこれまでどおり使用します。
　今後とも「いきいきセンター」をよろしくお
願いします！

◆愛称名			   いきいきセンター　【応募者名　田原　梨
り え

絵さん】
◆愛称を募集した期間	 平成 23 年 10 月 12 日～ 11 月 10 日
◆選考した期日		  平成 23 年 11 月 15 日
　�市民、学識経験者、保健、医療、福祉関係者から構成される地域包括支援センター運営協議会委員

11 人により決定。
◆選考した理由
　�高齢者が住みなれた地域で、安心して過ごしていただけることを応援するセンターであることが

イメージでき、親しみやすく高齢者にも覚えやすい愛称である。
◆愛称の使用開始日		  平成 24 年４月１日
◆問い合わせ先		  市地域包括支援センター（志布志支所内）　℡ 472-1111（内線 270）

凍結により破損したストレーナー

破損箇所（亀裂）

名称が決定し、表彰される田原さん
（12月 3日、市社会福祉大会にて）

2012.2 ■市報しぶし　20



23　市報しぶし■ 2012.2

受
診
希
望
調
査
表
を

必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
！

　

市
で
は
２
月
に
24
年
度
の
健
診（
検
診
）

対
象
者
の
皆
さ
ん
に
、
受
診
希
望
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。
市
で
行
う
健
診
の
対
象

者
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
や
、
通
院
中

の
人
に
情
報
提
供
票
を
提
出
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
調
査
す
る
も
の
で
す
。

　

職
場
や
病
院
で
受
け
て
い
る
な
ど
の
理

由
で
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
も
、
そ
の

理
由
を
記
入
し
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
、
生
活
習

慣
病
を
早
期
に
発
見
し
、
重
症
化
を
防
ぐ

第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
、
国
保
の
平
成
24
年
度
の

特
定
健
診
の
受
診
率
の
目
標
値
を
65
％
と

定
め
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
の
志
布
志

市
の
受
診
率
は
35
・
9
％
で
し
た
。
平
成

24
年
度
65
％
に
達
し
な
い
場
合
、
国
保
が

納
め
る
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
（
※
）」
の

金
額
が
調
整
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
国

保
の
財
源
と
し
て
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る

保
険
税
に
影
響
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

年
一
回
の
健
診
を
受
診
し
、
そ
の
結
果

で
普
段
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
改
善
す
る

こ
と
で
、重
症
化
を
予
防
で
き
ま
す
。
ま
た
、

元
気
で
長
生
き
す
る
こ
と
で
介
護
予
防
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
特
定
健
診
は
、
集
団

健
診
と
希
望
に
応
じ
て
医
療
機
関
で
実
施

す
る
個
別
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
日
程
調
整
が
難
し
い
人
は
、
個
別
健
診

を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

一
年
に
一
回
は
健
診
を
受
け
、
自
分
の

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

通
院
・
治
療
中
で
健
診
を
受
診
し
な
い

人
に
は
、
保
健
課
か
ら
該
当
者
へ
情
報
提

供
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
か
か
り

つ
け
の
医
療
機
関
に
提
出
し
て
い
な
い
人

は
、
２
月
末
ま
で
に
か
か
り
つ
け
医
へ
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

�

ほのかちゃん 七
な な み

海ちゃん

倖
こ う き

哉ちゃん

美
み ゆ

結ちゃん

寧
ね ね

々ちゃん 彩
さ や か

花ちゃん

心
こ こ み

海ちゃん

※ �12 月に行った５歳児歯科健診で、むし歯
も処置歯もなかった子どもたちです。
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　「介護保険制度」は、40 歳以上の方が介護保険料を支払い、その保険料等を財源として介護の必
要な方に介護サービスを提供する制度で、身体機能の衰えや認知症などにより介護を必要とする高
齢者等を、社会全体で支える仕組みです。
　利用した介護保険サービス費用のうち、20％（平成 24 年度からは 21％）は、志布志市の 65 歳
以上の方が納めた介護保険料でまかなわれています。
　しかし、急速な高齢化や介護保険のニーズの多様化により介護給付費が毎年増加する一方、景気
の低迷により志布志市の介護保険料の収入が減少し、厳しい財政運営となっています。

志布志市の介護保険の財政状況
　第４期介護保険事業計画期間内（平成 21 年度から 23 年度
までの３年間）の本市介護保険の財政状況は、収入では長引
く不況の影響で所得が下がり、納付される保険料が予定額に
届かなかった一方、支出では予定していた以上にサービスの
利用があったことなどから、サービス利用に係る保険料負担
分が多くかかりました。
　赤字は、県の基金から 65％分をもらえましたが、残りの
35％は、同じ基金からの借金で埋め合わせます。
　具体的には、4,800 万円の不足額うち、約 3,100 万円が県
の介護保険財政安定化基金からの交付金で補填されますが、
残りの約 1,700 万円は、同基金から 3,000 万円を借り入れて
補填する予定です。借りた 3,000 万円は平成 24 年度から 26
年度までの３年間で償還しなければなりません。

第５期（平成 24年度から 26年度までの３年間）の介護保険料
　本市では、介護保険料の基準額（月額 4,544 円）は、平成 18 年度
から６年間、同じ額でした。この間に介護施設の入所待機者の状況を
考慮して、年次的に施設整備を行い、その結果、介護サービスの利用
者や利用件数も年々増加してきました。
　国は、第５期の介護保険料の基準額が、全国平均で月額 1,000 円程
度上昇すると見込んでいます。本市では今後、左表のとおり新たな施
設整備を行わなくても、介護保険のサービス費用は年々増加すること
が見込まれ、同程度の上昇は避けられない状況となっております。
　このように、本市の財政運営が危機的状況にあることをご理解の上、
ご協力をお願いします。

◆問い合わせ先　本庁保健課介護保険係　℡４７４－１１１１（内線１６２・１６３）

第４期 第５期（見込み）
H26

3,782

H25

3,710

H24

3,643

H23

3,489

H22

3,230

H21

3,082

単位：百万円

2000

2400

2800

3200

3600

4000

介護保険の財政が危機的状況です！

人

人

 　※表内の数値は、該当部分のみを記載
したものです。また、23 年度分につ
いては見込値です。

約4,800万円
の赤字！

平成 21年度から 23 年度までの３年間の収支の状況
単位：百万円

項　目 予定Ⓐ 実績Ⓑ 差額Ⓑ－Ⓐ

収
　
入

保　険　料 1,387 1,342 △ 45 
介護従事者処遇改善
臨時特例交付金 18 18 －
第３期からの余剰金 80 116 36

計 ① 1,485 1,476 △ 9

支
　
出

保険給付費保険料
負担分 1,431 1,497 66

地域支援事業保険料
負担分 54 27 △ 27
計 ② 1,485 1,524 39

収支の状況　①－② 0 △ 48

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  Tel 474-1111　志布志支所福祉課   Tel 472-1111　松山支所市民課  Tel 487-2111

平
成
24
年
度
健
康
診
査

特
定
健
診
の
受
診
率
低
下
は
、

国
保
税
引
上
げ
に
つ
な
が
り
ま
す
！

平
成
23
年
度
情
報
提
供
票
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
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市

目標受診率

特定健診経年受診率

県平均

※
後
期
高
齢
者
支
援
金
の

調
整
に
つ
い
て

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を
除

く
医
療
費
は
、
公
費
50
％
、
現
役
世
代
の

保
険
料
40
％
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
保

険
料
10
％
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の

現
役
世
代
分
を
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」

と
い
い
、
市
の
国
保
も
約
５
億
円
を
支
出

し
て
い
ま
す
。
こ
の
支
援
金
の
額
は
、
特

定
健
診
受
診
率
の
目
標
値
（
65
％
）
達
成

割
合
に
よ
り
増
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
て
、
志
布
志
市
の
場
合
、
５
千
万
円

の
範
囲
で
負
担
額
が
増
減
さ
れ
、
最
大
で

1
億
円
の
差
が
発
生
し
ま
す
。

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成23年11月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ３００，２９６，８３０円
11月末国保加入者数 １１，１４８人
1人 当 た り 医 療 費（ 医
療 費 総 額 を 加 入 者 数
で 除 し た も の で す ）

２６，９３７円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２２，９３８円
個 人 負 担 額 ３，９９９円

　この金額は、国民健康保険に加入している皆さんが医療機関
等で診療したものに対し、市（国保）が支払った医療費です。
　医療費総額の約 85.2％を市（国保）が負担しています。
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志布志港湾振興協議会新春賀詞交歓会が開催されました
　１月６日に国民宿舎ボルベリアダグリで、志布志港湾振興協議会の
新春賀詞交歓会が開催されました。会員企業団体から 46 団体、82 名
が参加し、盛大に開催されました。
　昨年志布志港は、国際バルク戦略港湾に選定され、今後益々の発展
が期待されています。会員一同今後志布志港の益々の利用促進を願い、
志布志サイロ株式会社吉海江代表取締役社長の乾杯のご発声で会が始
まりました。活発に意見交換や情報交換が行われ、最後に東洋埠頭（株）
志布志支店の西執行役員支店長による一本締めで閉会しました。
　今年も志布志港の利用促進、発展の為に様々な活動をしていきます。

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）

■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡ 474-1111（内線 289）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡ 487-2111（内線 322）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡ 472-1111（内線 354）

消費者ホットライン　０５７０－０
まもろうよ

６４－３
み ん な を

７０

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
未
公
開
株
、
社
債

な
ど
の
取
引
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
最
近
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

通
貨
取
引
を
勧
誘
す
る
新
手
の
手
口
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

◆
劇
場
型

　

外
国
通
貨
取
引
の
勧
誘
を
受
け
た
後
、

別
事
業
者
が
「
高
値
で
買
い
取
る
」
と

電
話
を
か
け
て
く
る
等
、
複
数
の
事
業

者
が
登
場
し
強
引
に
契
約
さ
せ
る
手
口

◆
代
理
購
入
型

　
「
理
由
が
あ
っ
て
購
入
で
き
な
い
の

で
、変
わ
り
に
購
入
し
て
ほ
し
い
」
と
、

消
費
者
の
同
情
を
利
用
し
た
上
で
、
謝

礼
や
高
価
格
買
い
取
り
を
約
束
し
契
約

さ
せ
る
手
口
。

◆
被
害
回
復
型　

　

以
前
、
投
資
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
人

に
「
当
時
の
被
害
を
回
復
す
る
」
と
持

ち
か
け
、
消
費
者
に
過
去
の
損
失
を
取

り
戻
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
期
待
を
持

た
せ
て
契
約
さ
せ
る
手
口
。

◆
公
的
機
関
偽
装
型

　

消
費
者
庁
や
金
融
庁
な
ど
の
公
的
機

関
や
紛
ら
わ
し
い
名
称
で
「
被
害
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
。」
な
ど
と
説
明
し

消
費
者
を
信
じ
さ
せ
る
手
口
。

　

こ
の
よ
う
な
手
口
で
実
際
に
買
い
取

り
が
行
わ
れ
た
ケ
ー
ス
は
、
一
件
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
予
防
策

　

●
う
ま
い
話
し
は
信
じ
な
い

　

●
き
っ
ぱ
り
断
る
。　

 

　

●
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
。

　

す
で
に
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
現

在
、
勧
誘
を
受
け
て
い
る
。
な
ど
で
お

悩
み
の
場
合
で
も
、
消
費
生
活
相
談
窓

口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

～
お
知
ら
せ
～

無
料
弁
護
士
相
談
会
開
催

●
日
程　

２
月
16
日
（
木
）

●
会
場　

志
布
志
支
所
５
階
会
議
室

●
時
間　

10
時
30
分
～
12
時
45
分

　

※
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁　

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
２
８
９
）

知
っ
て
る
？
消
費
生
活
vol.11

高
額
買
い
取
り
を
約
束
し
勧
誘
…
後
を
絶
た
な
い
新
手
の
投
資
話
に
注
意
を
！

パスポート（旅券）の申請・交付が
市役所（本庁）でできます‼（４月～）

　パスポート（旅券）の申請・交付事務は、現在、県大隅地域振興局曽於庁舎（旧鹿児島県
大隅合同庁舎）で行っていますが、平成 24 年４月から志布志市役所（本庁）で行うことに
なりました。これにともない、４月以降は原則として県の窓口は利用できなくなりますので、
ご注意ください。
■申請・交付場所　市役所 市民環境課 市民係（本庁のみ）
■取扱時間　　　　
　月～金までの午前８時 30 分から正午まで、
　　　　　　　　　　および午後 1 時から午後５時 15 分まで
　（土・日・祝日・振替休日及び年末年始の休暇中の期間を除く）
■対象者　　　　
　・志布志市に住民登録されている人
　・県外に住民登録があり、志布志市に居所のある人 
≪県の旅券窓口が利用できる場合≫
　志布志市に住民登録をされている人は、原則として県の窓口は利用できなくなりますが、次の場
合は県の窓口を利用できます。

■事務の所要日数　
　10 日間　（土・日・祝日・振替休日及び年末年始の休暇中の期間を除く）
■申請に必要な書類
　①一般旅券発給申請書１通
　　（申請書は本庁及び支所の市民係に備えてあります。）
　②戸籍謄 ( 抄 ) 本１通（発行日から６か月以内のもの）
　③�写真（縦４. ５㎝、横３. ５㎝）１枚
　　（細かい規定があるので、できるだけ写真店でパスポート用として撮影してください。）
　④本人確認のための書類（運転免許証、顔写真付きの住民基本台帳カード等）
　⑤前回取得した旅券（旅券の更新の場合に必要です。）
　⑥住民票１通（志布志市に住民登録されている人は省略できます。）

■旅券の手数料　一般旅券の手数料は、次のとおりです。
■問い合わせ先　市民環境課市民係　℡４７４－１１１１（内線１１２）

理　　由 旅券窓口の場所

海外で親族等が病気、事故等
による死亡等により緊急に渡
航する必要がある場合 かごしま県民交流センター

外国での業務等により早期に
渡航する必要がある場合
志布志市外に通勤・通学して
いる場合

通勤・通学先の最寄りの
県旅券窓口

有効期間 申請時の年齢 収入印紙 鹿児島県
収入証紙 合　　計

10 年 20 歳以上 14,000 円分 2,000 円分 16,000 円分

５年
12 歳以上 9,000 円分 2,000 円分 11,000 円分
12 歳未満 4,000 円分 2,000 円分 6,000 円分

　県内の商店街ご当地グルメナンバーワンを決める「第２回Ｓ−１
グルメグランプリ」本大会が開催されます。
◆開催日　　２月 18 日（土）・19 日（日）の２日間
◆開催時間　10：00 ～ 15：00
◆開催場所　かごしま県民交流センター
　県内 11 の商店街が、自慢の食材を使って開発したグルメを披露、頂
点を目指します。
　ぜひ、「志布志黒豚バルク丼」をご賞味ください。多数のご来場をお
願いたします。

商店街グルメ№１「第２回Ｓ－１グルメグランプリ」本大会開催！

※写真はイメージです

相談窓口



さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

題
「
卑
い
い
や

し
」
割わ

い
勘か
ん

で
卑
い
い
や
しし

奴わ
ろ

が
伊い

ぞ蔵
を
注と
文
っ

　
　
　
（
唱
）
自じ
ば
ら腹

で
買か

お
ち
と
て
も
じ
ゃ
無ね

こ
て	

	　

小
蓬
原
忠
則

題
「
蕎そ

ば麦
」
蕎そ
麦
べ
誘さ
そ

っ
焼そ

つ

で
酎
代
も
一ひ

と緒
ち
払は

る
わ
せ
っ

　
　
　
（
唱
）
飲の

ん
だ
い
食く

た
い
只た
だ

で
御ご

っ

そ
馳
走
い	

	　

丸
目
南
兵
衛

題
「
賽さ
ん
せ
ん銭
」
賽さ
ん
せ
ん銭
ち
一ま

ん

さ

っ

万
円
札
が
舞も

た
お
宮み
や
め詣
い

　
　
　
（
唱
）
ホ
ー
ち
驚
た
ま
が

っ
両で

ほ方
ん
手
も
合お

っ	
	　

畑
山　

敏
昭

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。
多くの皆様の投稿をお待ちしています。

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

焼し
ょ
お
つ
び
ん

酎
瓶
に
女お
か
た房
は
毎め
ば
ん晩
印し
る

す
し
っ	

今
村
千
代
子

忙い
そ
がし

て
動い
ご

か
ん
頭び
ん

て
心し
ん
き気

無の

し	

木
藤　

富
美

忙せ
わ

し
時と

き
尻し
い
な長

げ
客
き
ゃ
っ

が
上あ

が
い
込く

っ	

新
地　

十
意

可ぐ

ら
哀
相
し
障し
ょ
し子

転て
ん
ば婆

娘お
ご
じ
ょ御

ん
足あ
し

で
開え

っ	

末
村　

琢
詩

仲な
か
だ
っ人

の
口く

ち
の
せ
ら
れ
っ
一い
っ
で生

終す

ん	

竹
之
内
零
余
子

遠と
お
す住
も
が
放ほ

た置
っ
ち
ゃ
お
か
ん
孝こ
う
こ行
長す

よ男	

野
村　

三
味

炊ま
か
ね事
ど
ま
放ほ

た置
っ
厄や
っ
け介
な
語か
た

い
好ず

っ	

橋
口　

笑
二

大お
お
そ
う
じ

掃
除
尻し
い

の
重お

び
娘こ

を
急せ

っ
立
て
っ	

樋
渡
草
団
子

大ふ

て
尻し
い

で
三
人
分
の
座ざ

せ席
く
取
っ	

満
留　

ぐ
み

終
電
車
酔よ

く
ろ
っ
乗
れ
ば
逆ぎ
ゃ

き
走
っ	

福
山　

吉
連

今い
ま

あ
逆
ぎ
ゃ
っ

姑し
ゅ
とん

炊ま
か
ね事

い
嫁
が
下げ

っ知	

伊
地
知　

孝

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2012.2

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

つ
い
て
く
る
星
を
後
ろ
に
枯
野
か
な	

河
野　

通
人

昇
龍
と
な
り
し
ど
ん
ど
の
阿
修
羅
か
な	

冨
山　

達
次

相
揃
ひ
八
十
路
半
ば
や
寒
椿	

冨
山　

茂
子

退
院
の
母
は
目
深
に
冬
帽
子	

和
田
千
恵
子

縫
初
め
や
少
し
大
き
め
園
児
服	

北
野　

治
美

冬
空
に
城
を
守
り
し
老
樹
か
な	

吉
村　

万
里

身
の
丈
の
幸
せ
木
の
実
落
つ
音
も	

目
黒　

文
恵

森
静
か
か
す
か
に
冬
の
鵙
の
声	

本
村
ミ
ツ
子

無
器
量
の
柚
子
て
い
ね
い
に
洗
ひ
あ
ぐ	

北
川　

雨
水

冬
が
す
み
私
と
同
じ
こ
こ
ろ
色	

刀
坂
由
美
子

我
が
胸
に
残
る
と
き
め
き
水
仙
花	

川
上　
　

豊

結
氷
を
拒
む
不
動
の
池
に
日
矢	

和
田　

洋
文

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

五
十
余
年
め
ぐ
る
五
歳
の
末
の
子
は
仏
の
座
に
て
笑
っ
て
い
ま
す	

畑　

美
佐
子

た
だ
な
ら
ぬ
気
配
の
庭
に
人
の
群
か
き
わ
け
入
ら
ぬ
友
の
仏
間
に	

前
原　
　

恭

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
朝
風
呂
浴
び
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
木
犀
か
を
る
至
福
の
ひ
と
と
き	

永
田
ミ
ツ
エ

五
十
名
の
は
り
き
る
園
児
の
か
け
声
は
秋
空
髙
く
ひ
び
き
渡
る
や	

山
口　

良
子

初
め
て
の
稲
作
な
し
た
る
若
夫
婦
倉
庫
に
つ
め
る
米
袋
の
山	

隈
元　

チ
エ

花
ガ
ラ
を
片
付
け
な
が
ら
思
い
お
り
暑
き
さ
か
り
を
い
や
し
く
れ
し
と	

野
口　

順
子

洗
髪
の
一
本
一
本
に
風
と
お
り
暑
さ
忘
る
る
ひ
と
と
き
の
あ
り	

石
橋　

道
子

小
鳥
ら
の
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
実
を
つ
い
ば
め
る
姿
に
秋
の
深
ま
り
を
知
る	

川
添
八
重
子

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」

事
業
参
加
団
体
募
集

　

志
布
志
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で
は
、
市

内
を
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
さ
ら
に
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
つ
る
性
の
植
物
を
利
用
し
て
、
建
物

の
壁
面
に
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
を
作
る

取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

希
望
さ
れ
る
団
体
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役

所
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
水
産
係
、
又
は
各
支

所
産
業
振
興
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

２
月
15
日（
水
）～
３
月
14
日（
水
）

■
場
所　
　
　

志
布
志
市
内

■
事
業
内
容　

　

つ
る
性
の
植
物
を
利
用
し
て
壁
面
に
「
み

ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
を
作
る
の
に
必
要
な
種
、

苗
、
及
び
プ
ラ
ン
タ
ー
等
の
資
材
を
無
料
で

配
布
し
ま
す
。

■
実
施
団
体　

�

学
校
、
企
業
、
校
区
公
民
館
、

自
治
会
、
こ
ど
も
会
等
の
団
体

■
実
施
条
件

　

・�

約
１
ヵ
月
間
の
温
度
を
記
録
し
、
日
誌

を
記
帳
で
き
る
団
体
。

　

・�

３
年
間
継
続
し
て
実
施
で
き
る
団
体
。

な
お
、
種
、
苗
、
肥
料
に
つ
い
て
は

３
年
間
配
布
し
ま
す
。

■
応
募
団
体
数　

3
団
体

　
　

応
募
団
体
多
数
の
場
合
、
抽
選

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
水
産
係

　

℡
４
７
4
―
１
１
１
１
（
内
線
４
２
４
）

●
志
布
志
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
７
2
―
１
１
１
１
（
内
線
４
１
４
）

●
松
山
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
８
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）
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３月 18日（日）は
農業委員会委員選挙の投票日です！
　この選挙は、志布志市の農業振興の将来を決める大切な選挙
です。
　自分の目で・耳で・心で確かめた良識と責任ある一票で、豊
かな農業を築きましょう。

※今回の期日前投票は、各選挙区の区域ごとに投票することとなり、現在お住まいの地域の期日前投票所で
しか投票できませんのでご注意ください。なお、志布志市内において選挙区を超えて住所を移転した場合は、
平成 23 年１月１日現在の住所地での投票となります。
※郵便等による不在者投票、指定病院等の不在者投票は、選挙管理委員会までお問い合わせください。
■問い合わせ先　志布志市選挙管理委員会事務局　　　　℡４７４－１１１１（内線２３３）

主な選挙日程　

■２月 21 日（火）　立候補予定者説明会
　午前 10 時　農村環境改善センター（市役所本庁隣）
■３月 11 日（日）　選挙告示、立候補の届出
　午前 8時 30 分から午後 5時まで農村環境改善センター
■３月 12 日（月）　期日前投票及び不在者投票開始
■３月 18 日（日）　投票及び開票

投票所・開票所について

　投票所は、市内 17 ヶ所に開設され、午前７時から午後
６時まで投票できます。
　なお、投票所の見直しがなされ、前回の投票所と違う場合
がありますので、必ず入場券で投票所を確認してください。
　投票所入場券は、3月 11 日までに発送する予定です。
世帯別で、最大 4人分の入場券が印刷してあります。
　必ず切り離して、各自で投票所へお持ちください。
※入場券が無くても投票はできますが、なるべくご持参く
ださい。
　開票は、投票日（3月 18 日）の午後 7 時 30 分から農
村環境改善センターで行われます。

選挙区・定数について

　定数は 22 人で、3選挙区が設けられます。各選挙区で
の選出委員数は、松山町地区の区域で 6人、志布志町地
区の区域で 6人、有明町地区の区域で 10 人となります。

投票できる人

　選挙人名簿に登録されている人は、昨年の１月 10 日ま
でに農業委員会に登録申請書を提出し、資格審査で「選挙
権あり」と判断された人です。
　今回の選挙に用いられる選挙人名簿は、平成 23 年３月
31 日に確定していますので、登録されていない人は投票
することはできません。また、選挙人名簿に登録されてい
る人でも、その後市外に転出した人は投票できません。

期日前投票及び不在者投票について

　投票日当日に仕事や所用で投票所に行けない人は、期日
前投票や不在者投票ができます。
■期日前投票　期日前投票所は、次のとおり志布志市内
　　　　　　　３か所に設置されます。
●期間　３月 12 日（月）から 17 日（土）まで
●時間　午前８時 30 分から午後８時まで
●場所　松山選挙区	 老人福祉センター（松山支所隣）
　　　　志布志選挙区	 志布志支所１階会議室
　　　　有明選挙区	 農村環境改善センター

写真投稿：池平　瑞穗さん



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

清
き よ し

志　さん（87 歳）　			   　松山町新橋
　妻のタキ代さんと２人暮らしの清志さんは、戦時中、台湾へ通信隊
として出兵し、復員後は家業である製材所に務めていました。父親の
代で製材所を閉めた後も、農業の傍ら林業を営み、木材用の木を育て

て生計を立てていた清志さん。その経験を生かして森林組合の理事を経て
曽於地区森林組合長を 15 年勤めました。

　また、森林組合長をはじめ、若い頃は青年団長を務めるなど頼り甲斐のある
人柄で、78 歳まで約 30 年間、保護司として罪を犯した人の更生のために尽力し、
曽於郡保護司会長を務めるなど地域のために貢献してきました。
　長年にわたって忙しく過ごしてきた清志さんですが、現在は肩の荷を下ろし、
ご夫婦で野菜作りと趣味のグラウンドゴルフを楽しむ毎日を送っています。最初
はタキ代さんから勧められながらも「山に行くからしない」と乗り気でなかった
グラウンドゴルフでしたが、「今では自分よりハマっています」と笑いながらタ
キ代さんは語ります。
　昨年 10 月に数え年で米寿を迎え、家族から盛大にお祝いされたそうです。子
どもたちから贈られた感謝状と手形を押した記念の色紙を大変喜び、宝物として
大切にしていました。

　楓
かえで

ちゃん（３歳）
美
み お

桜ちゃん（２歳）
　（志布志町志布志）

父　茂樹さん　母　由香さん

☆パパとママの宝物のかえで♡みお☆
　かえちゃんは妹の面倒をよく見てく
れ、お手伝いも良くしてくれるお兄
ちゃん。みーちゃんはお兄ちゃん大好
きで、いつもあとばかりついてまわる
世話好きなおてんば娘。これからも仲
良しでいてねっ♡　　　　( 両親より )

　隼
はや と

人ちゃん（４歳）

悠
ゆうま

真ちゃん（２歳）　　　

（松山町尾野見）

父　和彦さん

　「ゴーカイジャー」が好きな、とても優しい
隼人と悠真。
　大きくなっても、誰にでも優しい「ヒーロー」
でいてね。

　　　　　　　　　　（お父さんより）

市
民
の
広
場

　

今
回
の
題
字
は
、
毛
筆
準
7
段
、
硬
筆

3
段
の
亜
梨
沙
さ
ん
（
や
す
ら
ぎ
と
…
）

と
、毛
筆
6
段
、硬
筆
3
段
の
唯
さ
ん
（
し

ぶ
し
）
の
二
人
が
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

1
月
8
日
の
鬼
火
焚
き
（
８
ペ
ー
ジ
参

照
）
の
際
、発
表
し
た
将
来
の
夢
の
中
で
、

亜
梨
沙
さ
ん
は
テ
レ
ビ
で
仕
事
ぶ
り
を
見

た
児
童
福
祉
士
に
、
唯
さ
ん
は
か
っ
こ
い

い
と
憧
れ
る
美
容
師
か
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な

り
た
い
と
披
露
し
ま
し
た
。

　

2
月
17
日
に
は
、
学
校
生
活
最
後
と
な

る
学
習
発
表
会
が
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
で

は
、
歴
史
を
も
と
に
し
た
劇
を
発
表
す
る

予
定
で
、
現
在
、
練
習
を
頑
張
っ
て
い
る

真
っ
最
中
で
す
。

劇では亜梨沙さん（右）が石田三成を、
唯さん（左）が茶々を演じます！
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　お便りをくださった方の中
から抽選で、ひまわり券 5 枚
と奥野菓子店から「もちもち
莓クレープ 10 個詰・引換券」
を５人の方にプレゼントしま
す。

今
月
の

「
題
字
」

　

泰
野
小
学
校　

６
年
生

　

亜あ

り

さ
梨
沙
さ
ん

　
　

唯ゆ
い　

さ
ん

地元の素材を活かし、
地域に根差したお菓子を…

奥 野 菓 子 店

営業時間　8:00 ～ 19:30
定休日　　日曜日
■問い合わせ先　
　奥野菓子店
　松山町新橋 266-1
　℡・Fax　487-2062

松山支所

農協

鹿児島
銀行

城南
保育園

花ん華

奥野
菓子店至 

志
布
志
↓

↑
至 

曽
於
市

県
道
109
号

県道 110 号

期間限定！松山産イチゴ使用のお菓子
好評発売中！！（５月まで）
バレンタインデー・ホワイトデーにいかがでしょうか？

もちもち苺クレープ 苺ロールケーキ

５００円

お菓子セット
・もちもち莓クレープ２個
・ひまわりせんべい１個
・かんぽパイ１個
限定 1日 5セット
お１人様１セット限り

　恵
え な

那ちゃん（４歳）

愛
ま な

菜ちゃん（０歳）　　　

（有明町野井倉）

父　俊一さん　　母　永利子さん

　元気いっぱいの恵那、愛嬌たっぷりの愛菜。我
が家は毎日にぎやかです。
　これからも、一緒に大きくなっていこうね‼

（両親より）

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

読者プレゼント

英
ひでのり

紀さん（有明町山重）　　　　　 　20 歳

勤務先：そおリサイクルセンター
趣味：ソフトボール、魚釣り
理想の異性：スポーツが好きな女性
今のお仕事はどうですか？
　先輩方が優しく、毎日楽しく仕事に取り組めています。
志布志市に何を望みますか？
　全国的にリサイクルで有名なまちなので、志布志市から
全国にもっとエコを広めていけたらいいです。
先輩から一言
　遊び多い少年から20歳になり、ようやく仕事を覚え始めまし
た。先輩方の仕事を盗み、早く一人前の男になってください。
　また、アフターも頑張って一人前になってください。



成
人
式
に
参
加
し
て

　

1
月
4
日
、
母
と
一
緒
に
成
人
式
を

見
に
行
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
子
ど
も
の
時
は
一
度
も
足
を

運
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
友
達

の
娘
さ
ん
が
着
物
を
着
る
と
い
う
こ
と

で
、
お
祝
い
も
兼
ね
た
参
加
で
す
。
会

場
に
溢
れ
る
色
と
り
ど
り
の
着
物
の
華

や
か
さ
に
、「
日
本
人
で
よ
か
っ
た
な
」

と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
進
行
役
ま
で
さ
れ
て
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
た
方
々
に
、「
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
」
と
言
い
た
い
で
す
。

　

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
、ま
た
、

足
を
運
び
た
い
も
の
で
す
。

（
昔
の
お
針
子　

53
歳
女
）

　
　
　

▼

　

一
生
に
一
度
の
晴
れ
の
席
、
晴
れ
や

か
な
衣
装
と
友
達
と
の
再
会
を
喜
ぶ
笑

顔
が
い
っ
ぱ
い
の
成
人
式
で
し
た
。
実

行
委
員
の
皆
さ
ん
の
尽
力
の
お
か
げ

で
、す
ば
ら
し
い
式
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　

二
十
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
心
新

た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
皆

さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

十
両
昇
進
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

志
布
志
出
身
の
千
代
鳳
が
見
事
十
両

に
昇
進
し
ま
し
た
。

　

入
門
4
年
目
で
の
ス
ピ
ー
ド
出
世
。

日
本
人
と
し
て
６
年
ぶ
り
の
10
代
関
取

の
誕
生
は
、
郷
土
の
誇
り
で
す
。
膝
の

怪
我
を
克
服
し
、
真
面
目
に
稽
古
に
励

ん
だ
結
果
の
快
挙
で
す
。

　

兄
の
千
代
丸
と
切
磋
琢
磨
し
合
い
な

が
ら
、「
兄
弟
横
綱
」
と
い
う
大
き
な

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
日
か
兄
弟
横
綱
、
チ
ェ
ス
ト

行
け
！

（
み
ほ
マ
マ　

65
歳
女
）

　
　
　

▼

　

昨
年
12
月
の
九
州
場
所
で
の
勝
ち
越

し
、
そ
し
て
初
場
所
で
は
優
勝
に
あ
と

一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
の
活
躍
を
見

せ
て
決
め
た
、
千
代
鳳
さ
ん
の
十
両
昇

進
。
新
年
早
々
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
途
一
心
に
稽
古
を
重

ね
て
、
兄
弟
揃
っ
て
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
見
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
千
代
鳳
・
千
代
丸
兄
弟
の
応

援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

※�
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か
わ

ら
ず
頂
い
た
お
便
り
か
ら
抽
選
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
一
言
で
結
構
で
す
の
で
ご

意
見
等
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
申
請
に
よ
り
在

学
中
の
学
生
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。

◆
対
象
と
な
る
人
は

　

本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

※�

一
定
以
下
の
所
得
と
は
、
申
請
者
本
人
の
所

得
が
次
の
所
得
以
下
の
場
合
が
該
当
し
ま
す
。

　

・�

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万
円

＋
社
会
保
険
料
控
除
等

※�

学
生
と
は
、大
学
（
大
学
院
）
や
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
に
在
学
す
る
人
や
夜
間
・
定
時

制
課
程
や
通
信
課
程
の
人
も
含
ま
れ
ま
す
。

◆
障
害
基
礎
年
金
等
と
の
関
係

　

学
生
納
付
特
例
承
認
期
間
に
、
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
故
が
生
じ
た
場
合
、
障
害

基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

◆
老
齢
基
礎
年
金
と
の
関
係

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
原

則
と
し
て
保
険
料
の
納
付
済
期
間
等
が
25
年
以

上
必
要
で
す
。
こ
の
学
生
納
付
特
例
承
認
期
間

は
、
受
給
資
格
期
間
に
参
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
将
来
満
額
（
40
年
の
保
険
料
納

付
が
必
要
）
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
、
10
年
間
の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付
（
追

納
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
承
認
を
受
け

た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目

以
降
の
保
険
料
に
は
一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り

ま
す
。

◆
申
請
の
方
法

　

住
所
地
の
市
役
所
又
は
最
寄
り
の
年
金
事
務

所
で
手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送

で
も
申
請
で
き
ま
す
。）

　

そ
の
際
は
、
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
（
在
学
証
明
書
や
学
生
証
の
写
し
）
や
国

民
年
金
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
既
に
学
生
納
付
特
例
承
認
さ
れ
て
い
る
人

　

引
き
続
き
平
成
24
年
度
も
在
学
予
定
の
方
に

は
、３
月
末
に
届
く
学
生
納
付
特
例
申
請
書（
ハ

ガ
キ
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
返
送
す
る

こ
と
で
、
平
成
24
年
度
（
平
成
24
年
４
月
～
平

成
25
年
３
月
）
に
つ
い
て
も
学
生
納
付
特
例
申

請
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（�

在
学
証
明
書
、
学
生
証
の
写
し
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。）

※
前
年
に
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
所
得
が
確
定

し
た
後
に
審
査
を
行
な
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
年
金
係
又
は
鹿
屋
年
金

事
務
所
（
℡
０
９
９
４
―
４
２
―
５
１
２
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
６
）

交通事故防止は貴方が主役です
自転車の交通安全

自転車に乗るときは…
◆交通ルールを守りましょう！
　自転車の信号無視や一時不停止等による事故が後を絶ちません。
自転車も自動車等と同様に、交通ルールを守りましょう。

◆止まって安全確認を！
　見通しの悪い交差点や進路変更をする際は、しっかり止まって安
全確認をしましょう。

◆歩道通行時は、歩行者に注意！
　自転車は車道通行（道路左側）が原則ですが、児
童（13 歳未満）や 70 歳以上の高齢者等は歩道を通
行できます。
　歩道を通行する場合は、車道側を通行し、歩行者
に注意しましょう。

◆�明るい服装、夜間は反射材を着用するなど
目立つ工夫をしましょう！

交通事故状況　平成 23 年 12 月末現在

区　分 発生件数 死　者 傷　者
県　下 10062【-469】 78【-16】 12270【-513】

志布志市 196【+13】 4【＋ 4】 263【+28】

志布志地区 116 0 155

有明地区 67 4 94

松山地区 13 0 14

　　※【　】は昨年比　
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緊急速報「エリアメール」、２月１日（水曜日）より配信開始‼
●緊急速報「エリアメール」とは
　志布志市域でＮＴＴドコモの携帯電話を利用している皆さん（通勤・通学者、旅行者を含む）が新たな
費用負担や貴重な個人情報であるメールアドレスの登録をすることなく、災害時に市が発信する避難勧告
等緊急情報を受信できるものです。
●留意事項

（１）一部対応していない機種があります。 
（２）�ご利用の機種によっては、エリアメールの受信設定が必要となりますので、念のためご確認ください。な

お、対応機種や受信設定についてご不明な点は、携帯電話購入店やドコモショップ、または NTT ドコモＨＰ、
ＮＴＴドコモインフォメーションセンターでご確認ください。（フリーダイヤル　0120-800-000）

（３）通話中やインターネット中、メール送受信中はエリアメールを受信できない場合があります。
（４）�現在、このようなサービスは、NTT ドコモのみの提供ですが、今後、他の携帯電話会社から同様のサービスが提供され

た場合は、順次拡大していく予定です。

イメージ
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こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

質問１　引っ越しで新たに水道を使いたいのですが、どのような手続きが必要ですか？
回答１�　水道の使用開始・休止の手続き（※１）には、事前の届出が必要です。使用を開始・休止

したい日の３～５日前までに、水道課へ届出書を提出してくださるようご協力をお願いしま
す。（使用開始の場合は、開始手数料 1,000 円が必要です。）

　　　　　※１　使用開始・休止の手続きに必要なもの
		  　・開始届…印鑑、開始手数料　1,000 円	 ・休止届…印鑑

質問２　水道料金を口座振替にしたいのですが、水道課でしてくれるのですか？
回答２�　水道料金の口座振替については、水道使用者である本人が志布志市内の金融機関

で手続き（※２）をしてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　なお、金融機関の事務処理の関係で、おおむね２か月後からの水道料金の口座引
き落しとなりますのでご理解ください。

　　　　　※２　口座振替の手続きに必要なもの
		  　・通帳、届出印、水道料金納付書またはお知らせ票

質問３　水道を使用していなくても請求書が届くのですが、どうにかなりませんか？
回答３�　水道の使用がなくても、水道メーターの口径別に基本料金は発生します。　　　

　年間に限られた期間しか水道を使用しない場合は、一旦、休止の手続きをお勧め
します。

質問４　漏水などが原因で、増えた水道料金も支払わなければいけないのですか？
回答４�　地下の配管などの漏水が原因で増えた水道料金については、減額（※３）できる

場合があります。詳細については水道課へお問い合わせください。　　　　　　　
　なお、増えた水道料金は基準に従い減額しますが、すべての水道料金を免除する
ことはできませんので、ご了承ください。

　　　　　※３　減額の手続きに必要なもの
		  　・修繕がなされたことが確認できるもの。（領収書など）
		  　・漏水状況が確認できるもの。（修繕写真など）

質問５　漏水しているかどうかの確認方法はないのですか？
回答５�　まず、設置してある蛇口をすべて閉めてください。次にメーターボックスのフタ

を開けて、水道メーターのパイロット（※４）を確認してください。パイロットが回っ
ている場合は漏水の疑いがあります。

　　　　　※４　パイロットとは、メーター内を水が流れると回転する部品のことです。

質問６　水を止めたいのですが、元栓（止水栓）の位置がわかりません…
回答６�　一般の住宅の場合は、自宅の前または敷地内（※５）に鉄製またはプラスチック製

のボックスがあります。その中に水道メーターがあり、近くに止水栓があります。マ
ンションなどの共同住宅の場合は、玄関ドアの左右どちらかに金属製の扉がありま
す。その中にガスメーターなどとまとめて水道メーターがあり、近くに止水栓があ
ります。

　　　　　※５　�自宅などの道路に面した場所に設置されている場合がほとんどですが、敷地内の四隅（境目）
に設置されている場所もあります。

■問い合わせ先　 水道課　 ℡４７２- １１１１（内線２６４）

水道よくある質問集　No2

入賞作品展示のお知らせ
　平成 23 年度コンテスト入賞作品を、次の
日程で展示します。
　ぜひ、会場へ足をお運びください。
◆問い合わせ先
　㈳新大隅青年会議所　　℡ 473-2378

２月 ３月
志布志高等学校

２月１日（水）～２月 17 日（金）
尚志館高等学校

３月５日（月）～３月 17 日（土）
有明高等学校

２月１日（水）～２月 18 日（金）
道の駅　松山

３月 18 日（日）～３月 31 日（土）

志布志市役所　本庁
２月１日（水）～２月 15 日（水）

さんふらわあ　さつま
３月 19 日（月）～３月 31 日（土）

さんふらわあ　きりしま
３月 20 日（火）～３月 30 日（金）
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市の人口　12 月 31 日現在
人　口	 33,926 人	 	 （▲ 42）
男　性	 16,062 人	 	 （▲ 19）
女　性	 17,864 人	 	 （▲ 23）
転　入	 56 人	 　転　出	 　75 人
出　生	 21 人	 　死　亡	 　44 人
世帯数	 15,760 戸	 	 （▲ 17）

志布志港　平成 23 年 11 月分

　①入港隻数　40 隻（日本 0、外国 40）
　②輸出	 12 億 68 百万円
　③輸入	 123 億 11 百万円

資料　鹿児島税関支署



　　今月の納税	 納期限　２月 29 日（水）　口座振替日　２月 27 日（月）
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

	 国民健康保険税（10 期）
	 介護保険料（10 期）	 後期高齢者医療保険料（10 期）

ストップ滞納

平成23年度 滞納処分等実施状況について
■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

■差押を実施した人数　152 人
　　　（平成 23年４月～平成 24年１月末現在）

　差押の内容　
・給　与　	 28 人	 ・預貯金　	 63 人
・不動産　	 40 人	 ・動　産　	 1 人
・債　権　	 20 人	

軽自動車税の手続き忘れはありませんか？
　軽自動車税は、毎年４月１日現在で原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車及び二輪の小型自動車を持っ
ている人に係る税金です。
　次のようにあなたが現在使用していなくても、手続きをしないと毎年税金を納めていただかなければなりません。
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税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
！

１
．
国
税
庁
HP
か
ら
電
子
申
告

　

国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
た
デ
ー
タ

は
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
電

子
申
告
）
を
利
用
し

て
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

２
．
最
高
４
０
０
０
円
の
税
額
控
除

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
を
本
人
の
電
子
証

明
書
を
付
し
て
、
申
告
期
限
内
に
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ

で
行
う
と
、
所
得
税
額
か
ら
最
高
４
０
０
０
円

の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
平
成
19

年
か
ら
22
年
分
の
確
定
申
告
で
こ
の
控
除
を
受

け
た
方
は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。）。

３
．
添
付
書
類
の
提
出
省
略

　

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
そ

の
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
提
出
又
は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
、
書
類
の
提
出

又
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

４
．
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申
告
は
、

早
期
処
理
し
て
い
ま
す（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）。

申
告
期
限
等
の
お
知
ら
せ

■
申
告
所
得
税

　

●
申
告
期
限　

平
成
24
年
3
月
15
日
（
木
）

　

●
納
付
期
限　

平
成
24
年
3
月
15
日
（
木
）

　

●
振
替
期
日　

平
成
24
年
4
月
20
日
（
金
）

■
贈
与
税

　

●
申
告
期
限　

平
成
24
年
3
月
15
日
（
木
）

　

●
納
付
期
限　

平
成
24
年
3
月
15
日
（
木
）

　

振
替
納
税
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　

●
申
告
期
限　

平
成
24
年
4
月
2
日
（
月
）

　

●
納
付
期
限　

平
成
24
年
4
月
2
日
（
月
）

　

●
振
替
期
日　

平
成
24
年
4
月
25
日
（
水
）

申
告
書
記
載
会
場
の
お
知
ら
せ

■
会
場

　

大
隅
税
務
署
４
階
会
議
室

　
（
曽
於
市
大
隅
町
岩
川
６
４
９
１
番
地
2

　
　

大
隅
合
同
庁
舎
（
国
）
内
）

■
開
設
期
間

　

平
成
24
年
2
月
16
日
（
木
）
か
ら

　

平
成
24
年
3
月
15
日
（
木
）
ま
で

市税等のお支払いは

安心・確実・便利な口座振替をご利用ください。
口座振替は、ご指定の口座から自動的に引き落としを行うものです。

★メリット
	 ●金融機関に納めに行く手間が省けます。	
	 ●うっかり納め忘れることがありません。
	 ●�翌年（次回）からも自動的に継続されるため再手続きは不要です。
★ご利用できる金融機関
　�・�鹿児島銀行・南日本銀行・鹿児島相互信用金庫・九州労働金庫・鹿児島信用金庫
　・鹿児島興業信用組合・そお鹿児島農業協同組合・あおぞら農業協同組合・宮崎銀行
　・ゆうちょ銀行（郵便局）
★振替日　
　納期月の 25 日（再振替は翌月の 10 日）　※振替日が休日の場合は、翌営業日となります。

★申込方法		 通帳・届出印等を準備　→　振替希望の金融機関で手続き
　上記の金融機関に申込書がありますので、通帳・通帳届出印・納税義務者名がはっきりとわかるもの（通
知書等）をお持ちになりお申し込みください。
　申込み受付は随時行っておりますが、申し込みをされた後、約２か月程度登録期間が必要となりますの
で、申込み手続きはお早めにお済ませください。
　※固定資産税の共有名義や亡くなった人の軽自動車税などは、名義ごとに申込みが必要です。

★問い合わせ先　
　本庁税務課収納管理係　　℡４７４－１１１１（内線１４７・１４８） 問い合わせ先　

　大隅税務署
　℡ 099-482-0007

※自動音声案内
　ホームページ　
　http://www.nta.go.jp

◆使えなくなって処分するとき

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に課税されます。
バイクを処分した時は、４月１日までに手続きしないと課税
されることになります。

昨年バイクが壊れて
もうのっていないん
だけど…

◆他人に車を譲るとき

　名義変更の手続きをしてください。手続きをしないと、い
つまでもあなたが軽自動車税を支払わなければなりません。

友達に譲ったから僕
はもう乗っていない
のに…

◆盗難にあったとき

　警察に盗難届を出しても廃車の手続きにはなりません。盗
難届受理番号（警察でもらえます）を持って手続きをしてく
ださい。

昨年原付を盗まれて、
ちゃんと警察で手続
きしたのに、どうし
て今年も納付書が来
るんだろう？

◆車、標識、車検証がないとき

　車本体、標識 ( ナンバープレート )、車検証等がないと本
来廃車手続きはできませんが亡失届を提出することで課税し
ないこともできます。ご相談ください。

車がどこにあるのか
わからない。どうし
たらいいの？

●問い合わせ先　本庁税務課市民税係　℡４７４－１１１１（内線１４２）
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Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ
～
暮
ら
し
～

詐
欺
被
害
に
ご
注
意
を
！

志
布
志
警
察
署
・
志
布
志
地
区
防
犯

協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

未
公
開
株
や
社
債
等
の
金
融
商
品
、

外
国
通
貨
、
水
資
源
や
鉱
山
採
掘
に
関

す
る
権
利
等
の
取
引
を
装
っ
て
現
金
を

だ
ま
し
取
る
、
振
り
込
め
詐
欺
の
類
似

詐
欺
被
害
が
激
増
し
て
い
ま
す
。

　
「
必
ず
儲
か
る
」「
高
値
で
買
い
取
る
」

と
い
っ
た
言
葉
に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
金
を
振

り
込
む
前
に
必
ず
家
族
や
警
察
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
運
動
・
体
育
施
設
の

年
間
利
用
予
約
申
込
み
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
の
志
布
志
市
内
の
運

動
・
体
育
施
設
の
年
間
利
用
予
約
の
申

込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
、
利
用

さ
れ
る
団
体
は
、
必
ず
左
記
の
要
領
に

よ
り
申
込
み
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
た
だ
し
、
大
会
、
イ
ベ
ン

ト
に
限
り
ま
す
。

■
対
象
施
設　

城
山
及
び
志
布
志
運
動

施
設
並
び
に
有
明
の
体
育
施
設

■
利
用
期
間　

４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
３
月
31
日

■
申
込
方
法　

所
定
の
利
用
予
約
申
請

書
に
よ
る（
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）

■
受
付
期
間　

２
月
1
日
（
水
）
～

　
　
　

２
月
29
日
（
水
）

（
期
限
を
過
ぎ
て
も
受
付
で
き
ま
す
が
、

期
限
内
に
申
し
込
ん
だ
団
体
を
優
先
し

ま
す
）

■
申
込
み
先　

●
城
山
総
合
公
園
の
運
動
施
設
→

　
　
　
　
　
　

城
山
総
合
公
園
体
育
館

●�

志
布
志
運
動
園
の
運
動
施
設
お
よ
び

し
お
か
ぜ
公
園
→

　
　
　
　
　

志
布
志
運
動
公
園
体
育
館

●
有
明
体
育
施
設
→
有
明
総
合
体
育
館

※�

志
布
志
陸
上
競
技
場
・
ふ
れ
あ
い
広

場
・
し
お
か
ぜ
公
園
は
12
月
～
３
月

は
養
生
期
間
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ

ん
。

■
注
意
事
項

①�

電
話
で
の
申
込
み
は
、
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

②�

各
団
体
の
利
用
予
約
日
の
日
時
が
、

市
及
び
市
体
育
協
会
等
の
行
事
と
重

複
す
る
時
は
、
市
及
び
市
体
育
協
会

が
優
先
し
ま
す
。

③�

利
用
予
約
日
の
日
時
が
、
他
の
団
体

と
重
複
す
る
と
き
は
、
後
日
当
該
団

体
間
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
調
整

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
案
内

　

市
福
祉
課
で
は
、
平
成
24
年
度
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
み
の
受
付
を

行
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
利
用
希
望
の
お

子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
方
は
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
利
用
承
認

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
承
認
申
請
書
は
志
布
志
市
役
所

本
庁
・
支
所
ま
た
は
各
保
育
所
（
園
）

に
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
承
認
申
請
書
の
受
付
期
間

２
月
15
日
（
水
）
～
２
月
29
日
（
水
）

　

※
土
日
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

配
布
・
受
付
場
所
に
用
意
し
て
あ

る
『
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
利

用
承
認
申
請
書
』
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、『
父
母
の
就
業
証
明
書
』
を
添

付
し
て
、
保
護
者
が
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
利
用
で
き
る
基
準

　

家
庭
外
就
労
、
家
庭
内
就
労
（
内
職

等
）、
母
親
の
出
産
・
病
気
や
負
傷
、

家
庭
の
災
害
等
に
よ
り
、
学
校
か
ら
帰

宅
し
て
も
１
人
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る

家
庭
の
小
学
１
年
生
～
4
年
生
の
児
童

に
限
り
ま
す
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

○
松
山
支
所
市
民
課
福
祉
係

　

℡
４
８
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）

○
志
布
志
支
所
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
０
２
）

山
重
幼
稚
園
の
園
児
募
集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
24
年
度

山
重
幼
稚
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
園
で
き
る
園
児　

満
３
歳
以
上

●
募
集
定
員　
　
　
　

35
人

●
保
育
時
間　

8
時
15
分
～
14
時
ま
で

※�

7
時
30
分
か
ら
8
時
15
分
・
14
時
か

ら
17
時
30
分
ま
で
は
、
預
か
り
保
育

に
な
り
ま
す
。

■
保
育
料
等

●
入
園
料　
　
　
　
　

５
０
０
円

●
保
育
料　
　
　
　

４
０
０
０
円
／
月

●
教
材
料　
　
　
　

１
０
０
０
円
／
月

●
給
食
費　
　
　
　

３
６
５
０
円
／
月

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費　
　

１
０
０
０
円
／
月

■
募
集
期
間　

２
月
29
日
（
水
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
有
明
教
育
分
室

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
２
６
1
）
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広告広告広告

平
成
24
年
度
志
布
志
市

奨
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

　

市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
24
年
度
の

高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・

大
学
・
海
外
留
学
生
を
対
象
に
、
次
の

と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

●
高
校
生

●�

大
学
生
・
短
期
大
学
生
及
び
高
等
専

門
学
校
生

●�

留
学
生
（
高
校
生
・
大
学
生
・
短
期

大
学
生
及
び
高
等
専
門
学
校
生
・
専

門
学
校
生
）

※
進
学
等
は
新
規
扱
い
と
な
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

４
月
2
日（
月
）か
ら
４
月
27
日（
金
）

■
貸
与
金
額
（
年
額
）

●
高
校
生　

18
万
円

　
　
　
　
　
（
月
額
１
万
５
０
０
０
円
）

●
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生

　
　
　
　
　
　

36
万
円（
月
額
３
万
円
）

●
留
学
生　
　

60
万
円（
月
額
５
万
円
）

■
貸
与
方
法

　

金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

へ
の
口
座
振
込
に
て
行
い
ま
す
。
た
だ

し
、
基
金
運
営
に
よ
る
た
め
、
年
３
回

（
７
月
、
10
月
、
２
月
）
振
込
み
ま
す
。

■
募
集
要
件

　

本
市
に
４
月
１
日
現
在
で
３
か
月
以

上
在
住
す
る
方
の
子
ど
も
、
所
得
が

５
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
（
申
請
者
が

２
人
以
上
の
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）
と
し
、
選
考
委
員
会
で
審

査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

■
返
還
方
法

　

卒
業
後
、
１
年
据
え
置
い
て
翌
年
か

ら
、
５
年
～
10
年
間
で
返
還
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
そ
の
他
、
必
要
な
書
類
等
に
つ
き
ま

し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

●
有
明
分
室

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
２
６
１
）

●
松
山
分
室

　

℡
４
８
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
、
次
の
通
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

★�

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
県
下
の
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の

産
業
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
最

低
賃
金
も
適
用
さ
れ
ま
す
。	

★��

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
労
働
者
に
対

し
て
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

★�

最
低
賃
金
に
は
、
次
の
賃
金
は
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。	

・�

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結
婚
手

当
な
ど
）

・�

１
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
（
賞
与
な
ど
）

・�

時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働
に
対
す

る
割
増
賃
金	

・
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当

■
問
い
合
わ
せ
先

●�

鹿
児
島
労
働
局

　

℡
０
９
９
―
２
２
３
―
８
２
７
８

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�http://kagoshim
a-roudoukyoku.

　

jsite.m
hlw

.go.jp//

●
各
労
働
基
準
監
督
署

●�

最
低
賃
金
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

℡
０
９
９
―
２
２
３
―
８
８
８
１

～
相
談
～

労
働
に
関
す
る
無
料
相
談
会

～
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
に

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
～

　

県
労
働
委
員
【
公
益
委
員
（
弁
護
士

等
）、労
働
者
委
員
（
労
働
組
合
役
員
）、

使
用
者
委
員
（
会
社
経
営
者
等
）】
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

労
働
者
、
事
業
主
の
ど
ち
ら
か
ら
で

も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
月
第
４
火
曜
日

　
　
　
　

14
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　
（
受
付
は
16
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

県
庁
労
働
委
員
会
（
15
階
）

■
相
談
事
例　

　

�

解
雇
、
雇
い
止
め
、
配
置
転
換
、
賃

下
げ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

■
申
込　

不
要
（
予
約
可
能
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

℡
０
９
９
―
２
８
６
―
３
９
４
３

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

無
料
相
談
会

　

日
本
司
法
書
士
会
で
は
、２
月
を「
相

続
登
記
は
お
す
み
で
す
か
月
間
」
と
し

て
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　

２
月
１
日
～
29
日

■
相
談
対
象　

�

　

相
続
登
記
お
よ
び
こ
れ
に
関
係
す
る
相
談

（
相
談
例
）

　

・
登
記
名
義
人
が
先
々
代
の
ま
ま

　

・�

パ
ー
ト
ナ
ー
に
全
財
産
を
相
続
さ

せ
た
い

　

・�

相
続
人
の
中
に
行
方
不
明
の
人
が

い
て
、
遺
産
分
割
協
議
が
で
き
な
い

■
相
談
場
所　

　

最
寄
り
の
司
法
書
士
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

　

℡
０
９
９
―
２
５
６
―
０
３
３
５

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最 低 賃 金 額 効力発生日時 間 額（ 円 ）

６４７ 平成 23 年 10 月 29 日

特定（産業別）最低賃金
産業名

最 低 賃 金 額
効力発生日時 間 額（ 円 ）

自 動 車（ 新 車 ） 小 売 業 ７１６ 平成 23 年 12 月 18 日
百 貨 店、 総 合 ス ー パ ー ６７６ 平成 23 年 12 月 28 日

電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

６９６ 平成 23 年 12 月 25 日
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第３回　志布志のひな人形展

　今年も「志布志のひな人形展」を開催します。
　古いひな人形や紙人形、土人形、下げもんなどを展示し
ます。ぜひご来場ください。
■日　時　
　２月26日（日）～３月10日（土）
　10：00 ～ 15：00
■場　所　
　金剛寺　櫻雲堂
　（資料展示コーナー）
　志布志町志布志１－８－ 13
■主　催　志布志観光ガイド
■共　催　志布志市
■その他
　志布志観光ガイドでは、人形展に展示する古いひな人形
や珍しいひな人形を探しています。あなたの貴重な人形を、
この機会に展示してみませんか？
　ご協力を宜しくお願いします。
問い合わせ先
　志布志観光ガイド　川崎幸夫　		 ℡ 472-0343　
　志布志市総合観光案内所（ＪＲ志布志駅舎内）
	 	 	 	 	 ℡ 472-2224　

難病巡回相談会（後縦靱帯骨化症）開催

■日　時　２月 21 日（火）　13：30 ～ 16：00
■場　所　おおすみ弥五郎伝説の里　会議室
■対象者　後縦靱帯骨化症の患者・家族・関係者
■内　容
　・講話「後縦靱帯骨化症について」
　　　　講師　霧島市立医師会医療センター
	 	 	 副院長　中野　真一　氏
　・意見交換会
■申込締切　２月 13 日（月）
問い合わせ先
　志布志保健所（担当：内大久保）	 ℡ 472-1021　
　（月～金曜日　8：30 ～ 17：00）
　鹿児島県難病相談・支援センター（担当：五反田）
　	 	 	 	 ℡ 099-218-3133　
　（火曜日・祝祭日・年末年始を除く　9：00 ～ 16：00）
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■�基本料金だけの水道利用者の皆様へ
　水道料金は、水道メーター（量水器）が取り付けてある
だけで基本料金が発生します。休止の手続きをされますと、
水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。
なお、休止されていた水道を再度利用される場合は、1,000
円で開始できます。

　
　
　

編
集
後
記

風
邪
が
流
行
る
冬
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
人
を
多

く
見
か
け
ま
す
が
、
こ
の
「
Ｍマ

ス

ク

ａ
ｓ
ｋ
」
を
日
本

語
に
訳
す
と
、「
仮
面
」
と
「
覆
面
」
に
分
か
れ

ま
す
。
▼
ど
ち
ら
が
ど
う
い
う
形
状
か
は
す
ぐ
に

区
別
が
つ
き
ま
す
が
、
言
葉
を
使
い
分
け
る
時
、

そ
の
境
は
意
外
と
曖
昧
な
よ
う
で
す
。▼
例
え
ば
、

往
年
の
ヒ
ー
ロ
ー「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」「
月
光
仮
面
」

の
そ
れ
は
ど
う
見
て
も
覆
面
で
す
し
、「
仮
面
夫

婦
」
と
い
う
言
葉
は
覆
面
で
も
良
い
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
▼
し
か
し
、
実
際
に
置
き
換
え
て
み
る

と
、「
覆
面
ラ
イ
ダ
ー
」「
月
光
覆
面
」
で
は
悪
役

や
愉
快
犯
の
様
相
を
呈
し
、「
覆
面
夫
婦
」
は
家

庭
で
本
当
に
覆
面
を
被
っ
て
過
ご
し
て
い
そ
う
で

す
。
も
っ
と
も
夫
婦
の
場
合
、
ど
ち
ら
も
好
ま
し

く
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
は
同
じ
で
す
が
…
▼
語

感
の
良
さ
が
時
折
意
味
を
超
越
し
て
し
ま
う
、
日

本
語
の
難
し
さ
を
そ
こ
は
か
と
な
く
感
じ
つ
つ
、

今
日
も
市
報
づ
く
り
に
励
む
次
第
で
す
。（
蔵
園
）

イベント・募集

県障害者スポーツ大会参加者募集！

　今年で６回目となる「鹿児島県障害者スポーツ大会」が、
５月20日（日）県立鴨池陸上競技場などで開かれます。「全
国障害者スポーツ大会」の予選を兼ねた大会です。多数の
参加をお待ちしています。
■種目
　陸上・水泳・卓球・アーチェリー・ボウリング・フライ
ングディスクなど（障害別）
■参加資格
　県内に居住する、13 歳以上で身体障害者手帳や療育手
帳の交付を受けている人
■申込期限　3月 16 日（金）
問い合わせ先
　本庁 福祉課 社会福祉係	 ℡ 474-1111（内線 160）　
　松山支所市民課 福祉係	 ℡ 487-2111（内線 276）　
　志布志支所 福祉課 福祉係	 ℡ 472-1111（内線 203）　

「ふれあい農園」で家庭菜園づくりを始めませんか？

　市では、志布志町上昭和地区にある「ふれあい農園」へ
の入園希望者を募集します。
　入園期間は、平成 24 年４月１日から平成 25 年３月 31
日までの１年間の契約となります。農園の１区画当たりの
面積は約 27㎡で、入園料は１５００円です。
　入園を希望される方は、３月 16 日（金）までにお電話
にてお申し込みください。なお、入園希望者が多数の場合
は、抽選を行います。

申込・問い合わせ先
　志布志支所産業振興室農政係　℡ 472-1111（内線 411）　

■松山地区　
２ 月 	 半下石建設	 	 ℡ 487-8706
３ 月 	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
■志布志地区
２ 月 ７日～２月 13 日	 山本組	 ℡ 472-1101
２ 月 14 日～２月 20 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
２ 月 21 日～２月 27 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
２ 月 28 日～３月 5日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
３ 月 ６日～３月 12 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
３ 月 13 日～３月 19 日	 山本組	 ℡ 472-1101
■有明地区
２ 月 ５日～２月 11 日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
２ 月 12 日～２月 18 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
２ 月 19 日～２月 25 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
２ 月 26 日～３月 3日	 西江建設	 ℡ 474-2113
３ 月 ４日～３月 10 日	 山中水道	 ℡ 474-1440
３ 月 11 日～３月 17 日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
３ 月 18 日～３月 24 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068

水道修繕当番店

市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

　市では、市営住宅の入居者募集を随時行ってい
ます。
●�大田尾段団地 275 号　４DK　特賃住宅

　平屋　家賃 37,000 円（所得制限あり）
●松山団地 280 号　　　４DK　特賃住宅

　平屋　家賃 37,000 円（所得制限あり）
●京ノ峯団地 594 号　　４DK　特賃住宅

　平屋　家賃 37,000 円（所得制限あり）
■問い合わせ・申込先　
●市役所建設課管理係　　℡ 474-1111（内線 467）
●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）

広告広告 広告

2月

 3月

11日  松下医院（内科、外科） ℡472-1124
  山下クリニック（内科、外科） ℡487-9001
12日  みやじクリニック（内、放、呼、胃） ℡471-5000
  陽春堂内科診療所（内　科） ℡472-5511
19日　石神診療所（内科、皮膚科） ℡474-0107
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
26日  井手小児科（小児科） ℡473-3211
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565

４日  大山病院（内科） ℡472-1400
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
11日  石神診療所（内科、皮膚科） ℡474-0107
  陽春堂内科診療所（内　科） ℡472-5511
18日  えびはら皮膚科（皮膚科） ℡478-0370
  山下クリニック（内科、外科） ℡487-9001
20日　藤後クリニック（内　科） ℡472-1237
  松下医院（内科、外科） ℡472-1124

２月・３月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

２月

３月
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月
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３
月
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月
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日
（
８
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号
線
沿
）

　
　

火
曜
日
（
そ
ば
）・
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日
（
野
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）



志布志市くらしのカレンダー

(日)

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　 ℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※２ 年金相談は事前予約制になります。志布志支所市民課年金係 ℡472-1111（内線223）までご連絡ください。
※３ 当日は、港湾道路が交通規制されます。詳細につきましては教育委員会 ℡472-1111（内線331）までお問い合わせください。
※４ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課文書法制係　 ℡474-1111（内線225）までご連絡ください。
※５ 心の健康相談は事前予約制になります。本庁保健課保健対策係 ℡474-1111（内線164）までご連絡ください。

日曜当番医は39ページに掲載しています

(土)

(日)

両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）

建国記念日

282/10
(金)

3/1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

29

両親学級（9:30～9:40受付 はぐくみランド）

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

しぶしポートマラソン（9:00 志布志陸上競技場）※3

巡回消費生活相談（10:00～15:00 市民センター有明）

巡回消費生活相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 本庁3階会議室）※4
心の健康づくり無料相談会（14:00～16:00 市文化会館）要予約※5

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

つどいの広場（10:00～12:00 安楽公民館）　
育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

乳児健康診査/BCG予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

育児学級（9:30～10:00受付 農村研修センター）
市内中学校卒業式

育児相談（10:30～12:00 農村研修センター）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

県下一周駅伝志布志市通過日
　（12:23頃 伊﨑田中継所  12:52頃 志布志中継所 ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
1歳6ヶ月児健康診査/麻疹風疹1期予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 農村環境改善センター）

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
子育て講座（10:00～12:00 子育て支援センター）
特設人権相談所（10:00～15:00 尾野見公民館）
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）
三種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）
行政相談（13:00～16:00 志布志支所1F会議室）
1歳6ヶ月児健康診査/麻疹風疹1期予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
巡回消費生活相談（10:00～15:00 市民センター有明）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所1F会議室）要予約※1
年金相談（10:00～15:00 志布志支所5F会議室）要予約※2
5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
巡回消費生活相談(10:00～15:00 健康ふれあいプラザ)
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

(土)

(日)

(月)

(水)

(木)

(金)

(火)

(水)

(土)

(日)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(月)

(木)

(金)

(土)

(日)

(水)

(火)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(木)

(木)

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡ 099-474-1111　Fax 099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp
●３月号は３月 12 日に発行予定です。
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